
組
織
培
養
に
よ
り
養
成
し
た
ナ
シ
台
木
と

栽
培
品
種
自
根
苗
木
の
実
用
化
に
関
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
基
礎
的
研
究

伴
野
　
潔
＊
・
田
辺
賢
二
＊
・
田
村
文
男
＊

　
　
　
　
　
　
　
山
下
　
聡
＊
＊

緒
言

　
現
在
，
ニ
ホ
ン
ナ
シ
台
木
の
繁
殖
は
実
生
で
行
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
，
こ
れ
ら
の
台
木
は
す
べ
て
自
家
不
和

合
性
を
示
し
，
自
殖
し
な
い
た
め
実
生
に
変
異
が
生
じ
や
す
い
。
一
方
，
挿
木
に
よ
る
栄
養
繁
殖
は
母
樹
と
全
く

同
一
の
遺
伝
子
を
持
つ
個
体
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
が
，
樹
齢
が
進
む
と
発
根
率
が
著
し
く
低
下
し
，
実
際
に
優

良
台
木
系
統
を
繁
殖
し
て
い
く
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

　
ま
た
，
ニ
ホ
ン
ナ
シ
栽
培
品
種
の
繁
殖
も
台
木
と
同
様
実
生
で
は
同
じ
形
質
の
も
の
を
作
る
こ
と
が
不
可
能
で

あ
り
，
さ
ら
に
挿
木
に
よ
る
発
根
が
困
難
な
た
め
に
接
木
に
よ
り
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
方
法
は
，
同
一
形
質
の

個
体
を
一
時
に
多
数
増
殖
す
る
こ
と
が
で
き
，
技
術
的
に
も
簡
便
で
あ
る
な
ど
多
く
の
長
所
が
あ
る
。
し
か
し
，

季
節
の
制
約
を
受
け
る
と
同
時
に
，
増
殖
能
率
も
限
ら
れ
て
い
る
。

　
一
方
，
ニ
ホ
ン
ナ
シ
の
優
良
台
本
系
統
及
び
栽
培
品
種
の
繁
殖
法
と
し
て
，
組
織
培
養
技
術
を
利
用
し
た
急
速

大
量
増
殖
法
が
報
告
さ
れ
て
い
る
㈲
。
こ
の
繁
殖
法
の
利
点
と
し
て
は
，
ウ
イ
ル
ス
フ
リ
ー
個
体
が
得
ら
れ
る
こ

と
，
短
期
間
に
大
量
の
ク
ロ
ー
ン
が
得
ら
れ
る
こ
と
，
さ
ら
に
台
木
を
使
用
せ
ず
に
自
根
苗
に
よ
る
果
実
生
産
が

可
能
に
な
る
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
現
在
，
こ
の
手
法
を
用
い
て
発
根
の
困
難
な
リ
ン
ゴ
台
木
の
繁
殖
及
び

ウ
イ
ル
ス
フ
リ
ー
化
，
ブ
ド
ウ
の
ウ
イ
ル
ス
フ
リ
ー
化
の
技
術
が
す
で
に
確
立
，
実
用
化
さ
れ
て
い
る
。

　
今
後
，
組
織
培
養
に
よ
り
得
ら
れ
た
個
体
の
実
用
化
に
伴
い
，
同
じ
ニ
ホ
ン
ナ
シ
台
木
で
も
耐
乾
性
，
耐
湿
性
，

ユ
ズ
肌
抵
抗
性
，
病
虫
害
抵
抗
性
な
ど
の
優
良
形
質
を
も
つ
系
統
の
選
抜
や
育
種
が
進
む
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま

た
，
鳥
取
県
下
の
ナ
シ
栽
培
の
実
状
を
見
る
と
樹
齢
40～
50年
の
老
木
が
大
半
を
占
め
，
そ
の
更
新
が
急
務
と
な

っ
て
お
り
，
そ
の
た
め
に
優
良
形
質
を
持
つ
台
木
が
大
量
に
必
要
と
な
っ
て
く
る
。
し
た
が
っ
て
，
組
織
培
養
に

よ
り
得
ら
れ
た
台
木
の
実
用
性
の
検
討
が
早
急
に
望
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
，
ニ
ホ
ン
ナ
シ
栽
培
品
種
の
自
根
苗
生

産
が
可
能
に
な
れ
ば
，
発
育
の
揃
っ
た
優
良
苗
木
を
大
量
に
生
産
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
，
現
在
生
産
現

・
鳥
取
大
学
農
学
部
生
物
生
産
学
講
座
園
芸
学
分
野

・
＊
鳥
取
県
果
樹
野
菜
試
験
場
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場
で
起
こ
っ
て
い
る
，
え
そ
斑
点
病
や
ナ
シ
萎
縮
病
等
の
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
生
産
力
の
低
下
，
品
質
の
劣
変
の
問

題
を
解
決
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
期
待
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
，
ウ
イ
ル
ス
フ
リ
ー
苗
木
の
生
産
・
配
布
が

早
急
に
望
ま
れ
て
い
る
。

　
本
研
究
は
，
組
織
培
養
に
よ
り
得
ら
れ
た
ナ
シ
台
木
及
び
栽
培
品
種
自
根
苗
を
従
来
の
実
生
苗
及
び
接
木
苗
と

比
較
し
，
形
態
的
・
生
理
的
観
点
か
ら
諸
特
性
を
調
査
す
る
こ
と
に
よ
り
，
こ
れ
ら
の
実
用
化
の
可
能
性
を
検
討

し
た
。
さ
ら
に
，
30
年
生
の
成
木
か
ら
得
ら
れ
た
組
織
培
養
台
木
が
，
3年
生
の
実
生
台
木
と
同
様
の
Rejuvenation

（
若
返
り
現
象
）
を
示
し
た
点
に
注
目
し
，
こ
の
点
に
つ
い
て
も
検
討
し
た
。
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第
1
章
　
ナ
シ
の
組
織
培
養
台
木
の
特
性
と
Rejuvenation

　
一
般
に
，
ナ
シ
の
台
木
に
は
‘
ニ
ホ
ン
ヤ
マ
ナ
シ
’
や
‘
マ
ン
シ
ュ
ウ
マ
メ
ナ
シ
’
の
実
生
が
用
い
ら
れ
る
。
し

か
し
，
こ
れ
ら
の
台
木
は
す
べ
て
自
家
不
和
合
性
を
示
し
，
自
殖
し
な
い
た
め
に
実
生
は
広
範
な
遺
伝
的
変
異
を

示
す
。
ま
た
，
発
育
も
不
揃
い
で
優
良
苗
木
を
大
量
に
生
産
す
る
上
で
支
障
と
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
，
耐

乾
性
，
耐
湿
性
な
ど
の
諸
形
質
を
持
つ
優
良
台
木
系
統
を
大
量
に
増
殖
す
る
技
術
の
確
立
が
望
ま
れ
て
い
る
。

　
一
方
，
こ
れ
ら
の
台
木
の
ク
ロ
ー
ニ
ン
グ
方
法
と
し
て
，
組
織
培
養
法
を
用
い
た
急
速
大
量
増
殖
法
が
極
め
て

有
効
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
ω
。
し
か
し
，
こ
の
よ
う
に
組
織
培
養
に
よ
り
養
成
さ
れ
た
台
木
が
実
用
可

能
で
あ
る
か
ど
う
か
は
未
だ
検
討
さ
れ
て
お
ら
ず
，
早
急
な
検
討
が
望
ま
れ
て
い
る
。

　
本
章
で
は
，
30年
生
の
‘
マ
ン
シ
ュ
ウ
マ
メ
ナ
シ
’
成
木
か
ら
得
ら
れ
た
組
織
培
養
台
木
が
，
3年
生
の
実
生
台

木
と
同
様
の
若
返
り
現
象
を
示
し
た
点
に
注
目
し
，
組
織
培
養
台
木
と
実
生
台
木
の
諸
特
性
を
比
較
検
討
し
た
。

さ
ら
に
，
こ
れ
ら
を
台
木
と
し
て
実
際
に
ニ
ホ
ン
ナ
シ
品
種
を
接
木
し
，
種
木
品
種
に
及
ぼ
す
組
織
培
養
台
木
の

影
響
を
調
査
す
る
こ
と
に
よ
り
，
組
織
培
養
台
木
の
実
用
化
の
可
能
性
を
検
討
し
た
。

第
1節
　
組
織
培
養
台
木
と
実
生
台
木
の
特
性
比
較

1
．
材
料
及
び
方
法

　
本
学
ニ
ホ
ン
ナ
シ
開
発
実
験
室
系
統
保
存
区
に
栽
植
さ
れ
て
い
る
30年
生
の
ニ
ホ
ン
ナ
シ
台
木
‘
マ
ン
シ
ュ
ウ
マ

メ
ナ
シ
’
砂
剛
s6碗
／
抱
φ
磁
BNNGE（
No．
3）
を
供
試
し
た
。
1984年
に
そ
の
新
梢
茎
頂
か
ら
0．
5mm以
下
の

茎
頂
端
を
摘
出
し
，
継
代
培
養
を
行
っ
た
後
発
根
さ
せ
て
，
1985年
春
か
ら
馴
化
・
養
成
し
た
個
体
を
組
織
培
養

苗
と
し
た
。
ま
た
，
そ
れ
と
同
年
，
早
春
に
同
じ
‘
マ
ン
シ
ュ
ウ
マ
メ
ナ
シ
’
の
種
子
を
播
種
・
養
成
し
た
個
体
を

実
生
苗
と
し
た
。
こ
の
組
織
培
養
苗
と
実
生
苗
を
以
下
に
示
す
実
験
に
用
い
て
，
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
を
比
較
検
討

し
た
。

　
一
方
，
1987年
6月
中
旬
に
実
生
苗
，
組
織
培
養
苗
及
び
成
木
（
組
織
培
養
苗
と
同
じ
30年
生
の
‘
マ
ン
シ
ュ
ウ

マ
メ
ナ
シ
’
以
下
同
様
）
に
つ
い
て
緑
枝
挿
し
を
行
い
，
得
ら
れ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
挿
木
苗
も
同
様
に
以
下
の
実
験
に

用
い
て
，
さ
ら
に
検
討
を
加
え
た
。

　
な
お
，
統
計
処
理
は
ダ
ン
カ
ン
の
多
重
検
定
法
に
よ
り
行
っ
た
。

　
1）
樹
体
の
初
期
生
育

　
1987年
（
3年
生
）
の
4月
中
旬
に
組
織
培
養
苗
と
実
生
苗
を
素
焼
鉢
か
ら
掘
り
上
げ
て
，
生
育
状
態
を
調
査

し
た
。
ま
た
，
19
87
年
（
3年
生
）
，
1
98
8年
（
4年
生
）
，
1989年
（
5年
生
）
の
10月
中
旬
に
，
両
台
木
の
総

新
梢
長
及
び
幹
径
を
調
査
し
た
。

　
一
方
，
1988年
，
198
9年
の
1
0月
中
旬
に
，
実
生
苗
，
組
織
培
養
苗
及
び
成
木
の
挿
木
苗
の
総
新
梢
長
及
び
幹

径
を
調
査
し
た
。

　
2）
形
態
的
特
性

　
1987年
の
10月
中
旬
に
，
実
生
苗
，
組
織
培
養
苗
及
び
成
木
の
葉
を
採
取
し
て
，
こ
れ
ら
の
縦
径
，
横
径
，
厚

さ
及
び
1葉
重
を
調
査
し
た
。
ま
た
，
1
98
7年
に
お
い
て
組
織
培
養
苗
に
実
生
苗
と
同
様
の
ト
ゲ
が
現
れ
た
こ
と

一
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か
ら
，
そ
の
ト
ゲ
の
形
態
に
つ
い
て
比
較
調
査
し
，
さ
ら
に
1988年
，
1989年
に
両
台
木
の
ト
ゲ
数
を
継
続
し
て

調
査
し
た
。

　
一
方
，
1988年
の
10月
中
旬
に
実
生
苗
，
組
織
培
養
苗
及
び
成
木
の
挿
木
苗
の
葉
を
採
取
し
て
，
葉
の
形
態
に

つ
い
て
同
様
の
調
査
を
行
っ
た
。
ま
た
，
198
9年
の
6月
中
旬
に
そ
れ
ぞ
れ
の
挿
木
苗
の
根
を
太
根
（
直
径
3mm

以
上
）
，
中
根
（
同
1～
3mm）
，
細
根
（
同
1m
m以
下
）
に
わ
け
，
そ
れ
ぞ
れ
の
根
重
及
び
構
成
割
合
を
調
査
し

た
。

　
3）
挿
木
発
根
能

　
1987年
，
1988年
，
1989年
の
9月
中
句
に
，
実
生
苗
，
組
織
培
養
苗
及
び
成
木
の
発
育
枝
を
採
取
し
た
。
こ

れ
ら
の
枝
を
2
節
程
度
の
長
さ
に
わ
け
斜
め
切
り
に
し
た
挿
し
穂
を
，
オ
ー
キ
シ
ン
（
IBA）
の
0，
25，
50

ppm溶
液
に
24時
間
浸
漬
処
理
し
た
後
、
ミ
ス
ト
床
に
挿
し
て
緑
枝
挿
し
を
行
っ
た
。
挿
木
を
行
っ
て
2ケ
月
経
過

し
た
後
，
そ
れ
ぞ
れ
の
発
根
率
及
び
個
体
当
た
り
の
総
根
長
を
調
査
し
た
。

　
4）
根
の
生
理
活
性

　
1987年
の
6月
中
旬
に
，
組
織
培
養
苗
と
実
生
苗
の
新
根
，
細
根
を
採
取
し
，
そ
れ
ら
の
呼
吸
量
及
び
代
謝
活

性
を
測
定
し
た
。
根
の
呼
吸
量
は
，
ガ
ス
ク
ロ
マ
ト
グ
ラ
フ
に
よ
り
測
定
し
，
CO2発
生
量
と
し
て
表
し
た
。
一
方
，

根
の
代
謝
活
性
は
，
TTC還
元
能
力
測
定
法
に
よ
り
測
定
し
，
フ
ォ
ル
マ
ザ
ン
生
成
量
と
し
て
表
し
た
。

　
根
の
呼
吸
量
は
，
両
台
木
の
細
根
0．
59を
バ
イ
ア
ル
瓶
に
い
れ
，
小
量
の
純
水
を
入
れ
た
後
密
閉
し
，
20℃
で

3時
間
放
置
後
シ
リ
ン
ジ
で
内
部
の
ガ
ス
を
抜
き
取
り
，
mTACI｛
1263型
ガ
ス
ク
ロ
マ
ト
グ
ラ
フ
（
TCD）

で
測
定
し
た
。
純
品
に
よ
る
保
持
時
間
か
ら
検
量
線
を
作
成
し
，
CO2の
定
量
を
行
っ
た
。

　
一
方
，
根
の
代
謝
活
性
は
，
0
．
4
％
2，
3
，
5
－
triphenyl　

tetrazolium　
chlorideと

，
1／
10M　
phosphate

buffer（
pH
6．
0
）
の
等
量
混
合
液
を
入
れ
た
試
験
管
の
中
に
，
両
台
木
の
新
根
及
び
細
根
0．
59を
浸
し
た
。
こ

れ
を
37℃
で
3時
間
保
ち
2N－
H2SO、
2mlで
反
応
を
停
止
し
，
　
tetrazoliumの

還
元
に
よ
っ
て
生
成
し
た
ホ
ル

マ
ザ
ン
を
酢
酸
エ
チ
ル
で
抽
出
し
，
485nmの
吸
光
度
に
よ
っ
て
測
定
し
た
。
さ
ら
に
，
採
取
し
た
細
根
の
一
部
は

FAAで
固
定
し
た
後
，
上
昇
エ
タ
ノ
ー
ル
系
列
で
脱
水
し
酢
酸
イ
ソ
ア
ミ
ル
を
中
間
液
と
し
て
用
い
臨
界
点
乾
燥

し
た
後
白
金
で
蒸
着
し
，
走
査
型
電
子
顕
微
鏡
（
HITACHI　

X－
650型
）
で
表
面
構
造
を
観
察
し
た
。

　
一
方
，
1989年
6月
中
旬
に
実
生
苗
，
組
織
培
養
苗
及
び
成
木
の
挿
木
苗
の
細
根
を
採
取
し
，
同
様
の
方
法
で

そ
れ
ぞ
れ
の
根
の
呼
吸
量
及
び
代
謝
活
性
を
測
定
し
た
。

　
5）
無
機
成
分
の
吸
収

　
果
樹
の
肥
料
成
分
の
吸
収
状
態
は
，
葉
成
分
含
量
に
敏
感
に
現
れ
る
こ
と
か
ら
，
1987年
3月
か
ら
10月
に
か

け
て
組
織
培
養
苗
と
実
生
苗
の
葉
（
成
葉
）
を
経
時
的
に
採
取
し
た
。
採
取
し
た
そ
れ
ぞ
れ
の
葉
は
乾
物
に
し
，

得
ら
れ
た
粉
末
試
料
0．
59を
用
い
て
，
チ
ッ
ソ
，
リ
ン
，
カ
リ
ウ
ム
，
カ
ル
シ
ウ
ム
，
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
の
葉
内
含

量
を
測
定
し
た
。
チ
ッ
ソ
含
量
は
ケ
ル
ダ
ー
ル
法
で
測
定
し
，
リ
ン
，
カ
リ
ウ
ム
，
カ
ル
シ
ウ
ム
，
マ
グ
ネ
シ
ウ

ム
含
量
は
，
高
温
灰
化
法
（
2
°
）
に
よ
り
粉
末
試
料
を
灰
化
し
た
後
，
リ
ン
含
量
は
バ
ナ
ド
モ
リ
ブ
デ
ン
酸
法
で
，
カ

リ
ウ
ム
，
カ
ル
シ
ウ
ム
，
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
含
量
は
原
子
吸
光
法
で
，
そ
れ
ぞ
れ
測
定
し
た
。

　
一
方
，
実
生
苗
，
組
織
培
養
苗
及
び
成
木
の
挿
木
苗
の
葉
（
成
葉
）
を
，
1989年
6月
か
ら
10月
に
か
け
て
経

時
的
に
採
取
し
，
同
様
の
方
法
で
各
無
機
成
分
の
葉
内
含
量
を
測
定
し
た
。

　
6）
内
生
生
長
調
節
物
質

　
1987年
6月
中
旬
に
，
組
織
培
養
苗
と
実
生
苗
の
根
及
び
葉
を
採
取
し
て
，
第
13図
に
示
す
方
法
に
従
っ
て
内

生
生
長
調
節
物
質
の
抽
出
分
離
を
行
い
，
酢
酸
エ
チ
ル
可
溶
性
酸
性
分
画
及
び
ア
ン
モ
ニ
ア
可
溶
性
塩
基
性
分
画

一
58一



を
得
た
。
酸
性
分
画
に
つ
い
て
は
，
ジ
ベ
レ
リ
ン
活
性
を
イ
ネ
‘
短
銀
坊
主
に
よ
る
矯
性
イ
ネ
検
定
法
に
よ
り
測

定
し
，
塩
基
性
分
画
に
つ
い
て
は
サ
イ
ト
カ
イ
ニ
ン
活
性
を
ダ
イ
ズ
カ
ル
ス
検
定
法
に
よ
り
測
定
し
た
。

2．
結

果

　
1）
樹
体
の
初
期
生
育

　
実
生
苗
と
組
織
培
養
苗
の
，
養
成
3年
目
の
春
先
に
お
け
る
生
育
状
態
を
写
真
1に
示
し
た
。
組
織
培
養
苗
は

実
生
苗
に
比
べ
著
し
く
細
根
が
多
く
，
ま
た
地
上
部
に
お
け
る
新
梢
の
分
枝
も
多
い
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
。

　
さ
ら
に
，
実
生
苗
と
組
織
培
養
苗
の
初
期
生
育
に
つ
い
て
調
査
し
た
結
果
を
第
1表
に
示
し
た
。
養
成
3年
目

の
1
987年
で
は
，
組
織
培
養
苗
の
方
が
生
育
が
旺
盛
で
あ
っ
た
が
，
養
成
4年
目
，
5年
目
の
1988年
，
1989年

に
は
，
両
者
の
初
期
生
育
に
ほ
と
ん
ど
差
異
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
の
，
組
織
培
養
苗
の
方
が
良
好
な
生
育

を
示
し
た
。

　
一
方
，
実
生
苗
，
組
織
培
養
苗
及
び
成
木
の
挿
木
苗
の
初
期
生
育
に
つ
い
て
調
査
し
た
結
果
を
第
2表
に
示
し

た
。
組
織
培
養
苗
の
挿
木
苗
は
，
1988年
，
1989年
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
，
実
生
苗
及
び
成
木
の
挿
木
苗
の
中

間
の
初
期
生
育
を
示
し
た
。

　
2）
形
態
的
特
性

　
実
生
苗
，
組
織
培
養
苗
及
び
成
木
に
お
け
る
葉
の
特
性
を
第
3表
及
び
写
真
2に
示
し
た
。
組
織
培
養
苗
の
葉

は
，
縦
経
，
横
経
，
厚
さ
，
1
葉
重
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
他
よ
り
高
い
値
を
示
し
，
葉
が
大
き
く
て
厚
い
こ
と

が
認
め
ら
れ
た
。

　
ま
た
，
実
生
苗
で
み
ら
れ
た
ト
ゲ
を
写
真
3に
示
し
た
。
実
生
で
は
ト
ゲ
が
数
年
間
み
ら
れ
る
が
，
そ
れ
以
降

に
な
る
と
ほ
と
ん
ど
認
め
ら
れ
な
く
な
り
，
幼
木
相
（
Juvenile　

phase）
か
ら
成
木
相
（
Adult　
phase）
へ
移

行
す
る
こ
と
が
わ
か
る
鍋
。
一
方
，
組
織
培
養
苗
で
み
ら
れ
た
ト
ゲ
を
写
真
4に
示
し
た
。
30年
生
の
成
木
か
ら

得
ら
れ
た
組
織
培
養
苗
か
ら
，
3年
生
の
実
生
苗
と
同
様
の
ト
ゲ
が
認
め
ら
れ
，
成
木
相
に
達
し
て
い
た
も
の
が

幼
木
期
に
戻
っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
た
だ
，
組
織
培
養
苗
で
み
ら
れ
た
ト
ゲ
は
，
実
生
苗
で
み
ら
れ
た
ト
ゲ

と
形
態
的
に
多
少
異
な
り
，
少
し
な
め
ら
か
な
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
，
1988年
及
び
1989年
に
こ
れ
ら
の
ト

ゲ
数
を
調
査
し
た
結
果
，
組
織
培
養
苗
で
は
1989年
に
お
い
て
ト
ゲ
が
全
く
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
対
し

組
織
培
養
苗
で
は
4年
目
の
1988年
に
花
芽
が
形
成
さ
れ
，
19
89年
春
に
開
花
し
た
（
第
1表
）
。

　
一
方
，
実
生
苗
，
組
織
培
養
苗
及
び
成
木
の
挿
木
苗
に
つ
い
て
，
同
様
に
そ
れ
ぞ
れ
の
葉
の
形
態
及
び
ト
ゲ
数

を
調
査
し
た
結
果
を
第
2表
に
示
し
た
。
組
織
培
養
苗
の
挿
木
苗
の
形
態
は
，
実
生
苗
及
び
成
木
の
挿
木
苗
の
中

間
的
な
形
態
を
示
し
，
ま
た
組
織
培
養
苗
の
挿
木
苗
の
ト
ゲ
数
は
樹
齢
の
経
過
に
伴
っ
て
減
少
し
，
成
木
の
挿
木

苗
で
は
ト
ゲ
が
全
く
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

　
さ
ら
に
，
実
生
苗
，
組
織
培
養
苗
及
び
成
木
の
挿
木
苗
の
根
の
形
態
を
第
1図
，
写
真
5に
示
し
た
。
実
生
苗

及
び
組
織
培
養
苗
の
挿
木
苗
で
は
，
細
根
の
占
め
る
割
合
が
多
か
っ
た
が
，
実
生
苗
の
挿
木
苗
は
全
体
の
根
量
が

少
な
く
，
組
織
培
養
苗
の
挿
木
苗
が
最
も
細
根
が
多
い
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
。
一
方
，
成
木
の
挿
木
苗
は
太
根
い

わ
ゆ
る
走
り
根
が
多
く
，
細
根
の
占
め
る
割
合
は
最
も
少
な
か
っ
た
。

　
3）
挿
木
発
根
能

　
実
生
苗
，
組
織
培
養
苗
及
び
成
木
の
緑
枝
挿
し
に
よ
る
発
根
率
を
第
2図
に
示
し
た
。
緑
枝
挿
し
を
行
っ
た
い

ず
れ
の
年
に
お
い
て
も
，
組
織
培
養
苗
は
実
生
苗
と
ほ
ぼ
同
様
の
発
根
率
を
示
し
，
成
木
の
失
っ
た
挿
木
発
根
能

を
回
復
し
続
け
て
い
た
。
ま
た
，
養
成
5年
目
に
お
け
る
そ
れ
ぞ
れ
の
発
根
の
様
子
を
写
真
6に
示
し
た
。
養
成
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〔llli

写
真
1　
実
生
苗
と
組
織
培
養
苗
の
春
先

　
　
　
　
に
お
け
る
生
育
状
態
（
養
成
3

　
　
　
年
目
）

　
（
左
：
実
生
苗
　
右
：
組
織
培
養
苗
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
1表

写
真
2　
実
生
苗
，
組
織
培
養
苗
及
び
成
木
の
葉
の
特
性

組
織
培
養
台
木
の
特
性

台
　
木

総
新
梢
長
　
（
cm）

幹
径
（
mm）

ト
ゲ
数
礪
体
当
り
）
花
芽
形
成
率
（
％
）

1
98
7
1
98
8

1989　
　
　
　
1987　
　
　
1988　
　
　
1989　
　
　
1988　
　
　
1989

1988

実
生
苗
3
15
．
7
bz
　
9
2
3
．
6
a
　
l
5
1L5
a
　
1
2
．
2b　
20．
6a　
28．
2a　
67．
7a　
54．
Oa

組
織
培
養
苗
　
4
47
．
7
a
　
72
9
．
3
a
　
1
6
69．
3a　
14．
7a　
22．
Oa　
29、
3a　
L3b　
　
Ob

　
Oa

4．
Oa

君
ダ
ン
カ
ン
の
多
重
検
定
（
5
％
水
準
）

　
　
　
　
　
　
第
2
表
ニ
シ
台
木
に
お
け
る
実
生
苗
，
組
織
培
養
苗
及
び
成
木
の
挿
木
苗
の
特
性

台
　
木

総
新
梢
長
（
cm
）

幹
径
（
mm）

ト
ゲ
数
（
個
体
当
り
）
　
葉
の
大
き
さ
（
1988）

19
88

1
989

19
88

1989　
　
　
　
　
1988

1989　
　
縦
径
（
m皿
）
横
径
（
m頂
）
厚
さ
（
田
m）

実
　
生
　
苗

組
織
培
養
苗

成
　
　
　
木

2
3
5．
8a
Z

148
．
4b

11
0．
2
c

6
5L4a

43
6．
8b

29
3．
8c

9
．
7a

9．
1ab

8．
2b

16．
8a　
　
　
20．
8a

l6．
1a　
　
　
2．
2b

16．
1a　
　
　
　
Ob

13．
4a　
　
101．
Oa

1．
2b　
　
105．
4a

　
Ob　
　
　
105．
5a

53．
8b　
　
O．
251：
）

60．
1a　
　
O．
28a

61．
1a　
　
O．
28a

9
ダ
ン
カ
ン
の
多
重
検
定
（
5％
水
準
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
3
表
　
実
生
苗
，
組
織
培
養
苗
及
び
成
木
に
お
け
る
落
の
特
性

台
木
縦
径
（
吋
横
径
（
愉
厚
さ
（
㎜
）
1葉
近
（
g）

実
　
生
　
苗

組
織
培
養
苗

成
　
　
　
木

57．
1c之

84．
2a

67．
9b

33．
1c　
　
　
O．
22c

42．
9a　
　
O．
31a

38．
1b　
　
　
O．
24b

0．
29c

O．
69a

O．
37b

2
ダ
ン
カ
ン
の
多
重
検
定
（
5％
水
準
）
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養
成
後
年
数
　
（
年
）

第
2図
　
実
生
苗
，
組
織
培
養
苗
及
び
成
木
の
緑
枝
挿
し

　
　
　
に
よ
る
発
根
率

　
　
　
△
実
！
い
㌔
‘
1　
　
　
0培
養
苗
　
　
　
口
1～
迄
　
木

写
真
6　
実
生
苗
，
組
織
培
養
苗
及
び
成

　
　
　
木
の
緑
枝
挿
し
に
よ
る
発
根

　
　
　
　
（
養
成
5年
副

5年
目
に
お
い
て
も
，
組
織
培
養
苗
は
実
生
苗
と
同
程
度
発
根
し
，
IBAを
25ppmの
濃
度
で
処
理
す
る
こ
と
に
よ
り

75％
も
の
発
根
率
が
得
ら
れ
た
。
さ
ら
に
，
組
織
培
養
苗
は
実
生
苗
よ
り
根
量
は
劣
る
も
の
の
，
仕
事
を
す
る
細

根
の
量
が
多
い
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
。

　
4
）
根
の
生
理
活
性

　
実
生
苗
と
組
織
培
養
苗
に
お
け
る
生
理
活
性
を
第
4表
に
示
し
た
。
CO2発
生
量
は
組
織
培
養
苗
の
方
が
多
く
，

実
生
苗
と
の
間
に
6倍
程
度
の
差
が
認
め
ら
れ
た
。
ま
た
，
フ
ォ
ル
マ
ザ
ン
生
成
量
も
組
織
培
養
苗
の
方
が
多
く
，

実
生
苗
と
の
間
に
1．
5倍
程
度
の
差
が
認
め
ら
れ
た
。
さ
ら
に
，
実
生
苗
と
組
織
培
養
苗
の
細
根
の
表
面
構
造
を
電

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
4
表
　
実
生
苗
と
組
織
培
養
苗
に
お
け
る
根
の
生
理
活
性

台
木

CO2
発
生
量
（
μ
1／
gFV可
／
hr）

フ
ォ
ル
マ
ザ
ン
生
成
量
（
mg／
gFW／
hr）

細
　
　
根

新
　
　
根

細
　
　
根

実
　
　
生
　
　
苗

組
織
培
養
苗

8
8．
6bZ

584
．
2a

0．
056b

O．
089a

0．
044b

O．
071a

君
ダ
ン
カ
ン
の
多
重
検
定
（
5％
水
準
）
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第
5表
　
実
生
苗
，
組
織
培
養
苗
及
び
成
木
の
挿
木
苗
に
お
け

　
　
　
　
る
根
の
生
理
活
性

　
　
　
　
　
　
C
O2
発
生
量

台
　
木

　
　
　
　
　
（
μ
］
／
gF
W／
hr）

フ
ォ
ル
マ
ザ
ン
生
成
量

　
（
mg
／
gJ
W／
hr
）

実
　
生
　
苗

組
織
培
養
苗

成
　
　
　
木

9
3．
6bZ

154
．
5
a

9
2．
9b

0
．
0
5
1b

O
、
0
7
2a

O
．
06
3a

z
ダ
ン
カ
ン
の
多
重
検
定
（
5
％
水
準
）

写
真
7　
実
生
苗
と
組
織
培
養
苗
の
細
根
の
表
面
構
造

　
　
　
　
　
（
左
：
実
生
苗
　
右
：
組
織
培
養
苗
）
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第
6
表
　
実
生
苗
と
組
織
培
養
苗
の
根
に
お
け
る
ジ
ベ
レ
リ
ン

　
　
　
含
量

第
7表
　
実
生
苗
と
組
織
培
養
苗
に
お
け
る

　
　
　
カ
イ
ト
カ
イ
ニ
ン
含
量

台
　
木

ジ
ベ
レ
リ
ン
含
量
（
n
g　
G
A3　
eq，
／
gFW）

台
　
木

サ
イ
ト
カ
イ
ニ
ン
含
量
（
ng　
Kinetlll　

eq，
ノ
gFW）

根
根

葉

実
　
生
　
苗

組
織
培
養
苗

U
．
8

4．
0

実
　
生
　
苗

組
織
培
養
苗

66

140

47

180

子
顕
微
鏡
で
観
察
し
た
結
果
，
組
織
培
養
苗
の
細
根
の
表
面
に
無
数
の
付
着
物
が
認
め
ら
れ
た
（
写
真
7）
。

　
一
方
，
実
生
苗
，
組
織
培
養
苗
及
び
成
木
の
挿
木
苗
に
お
け
る
根
の
生
理
活
性
を
第
5表
に
示
し
た
。
CO，
発
生

量
は
，
組
織
培
養
苗
の
挿
木
苗
が
他
に
比
べ
て
特
に
多
く
，
実
生
苗
と
成
木
の
挿
木
苗
の
間
に
は
明
瞭
な
差
は
認

め
ら
れ
な
か
っ
た
。
ま
た
，
フ
ォ
ル
マ
ザ
ン
生
成
量
も
組
織
培
養
苗
の
挿
木
苗
が
最
も
多
く
，
次
い
で
成
木
，
実

生
苗
の
挿
木
苗
の
順
で
あ
っ
た
。

　
5）
無
機
成
分
の
吸
収

　
実
生
苗
と
組
織
培
養
苗
に
お
け
る
葉
内
無
機
成
分
含
量
の
季
節
的
変
化
を
第
3図
か
ら
第
7図
ま
で
示
し
た
。

葉
内
窒
素
含
量
は
，
生
育
初
期
は
組
織
培
養
苗
の
方
が
多
く
，
以
後
は
実
生
苗
の
方
が
多
く
な
る
傾
向
に
あ
っ
た
。

葉
内
リ
ン
含
量
は
，
両
台
木
と
も
3月
下
旬
に
高
い
値
を
示
し
た
が
，
以
後
は
ほ
ぼ
一
定
の
値
で
推
移
し
，
両
者

の
間
に
明
瞭
な
差
異
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
葉
内
カ
リ
ウ
ム
含
量
は
，
葉
内
チ
ッ
ソ
含
量
と
ほ
ぼ
同
様
の
傾
向

を
示
し
，
特
に
生
育
初
期
に
お
い
て
組
織
培
養
苗
の
方
が
多
い
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
。
葉
内
カ
ル
シ
ウ
ム
含
量
は
，

生
育
期
間
を
通
し
て
組
織
培
養
苗
の
方
が
多
く
，
逆
に
葉
内
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
含
量
は
実
生
苗
の
方
が
多
い
傾
向
に

あ
っ
た
。

　
一
方
，
実
生
苗
，
組
織
培
養
苗
及
び
成
木
の
挿
木
苗
に
お
け
る
葉
内
無
機
成
分
含
量
の
変
化
を
第
8図
か
ら
第

12図
に
示
し
た
。
葉
内
チ
ッ
ソ
含
量
は
，
生
育
後
期
に
お
い
て
実
生
苗
の
挿
木
苗
が
高
い
値
を
示
し
た
が
，
明
瞭

な
差
異
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
葉
内
リ
ン
含
量
は
各
挿
木
内
に
お
い
て
変
動
が
大
き
く
一
定
の
傾
向
は
認
め
ら

れ
な
か
っ
た
。
葉
内
カ
ル
シ
ウ
ム
含
量
は
，
生
育
盛
期
に
お
い
て
組
織
培
養
苗
及
び
成
木
の
挿
木
苗
が
高
い
値
を

示
し
，
葉
内
カ
リ
ウ
ム
及
び
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
含
量
は
，
各
挿
木
苗
の
間
に
明
瞭
な
差
異
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

　
6）
内
生
生
長
調
節
物
質

　
実
生
苗
と
組
織
培
養
苗
の
根
に
お
け
る
ジ
ベ
レ
リ
ン
含
量
及
び
ジ
ベ
レ
リ
ン
活
性
を
第
6表
，
第
14図
に
示
し

た
。
ま
た
，
実
生
苗
と
組
織
培
養
苗
の
葉
，
根
に
お
け
る
サ
イ
ト
カ
イ
ニ
ン
含
量
及
び
葉
に
お
け
る
サ
イ
ト
カ
イ

ニ
ン
活
性
を
第
7
表
，
第
15
図
に
示
し
た
。
ジ
ベ
レ
リ
ン
含
量
は
実
生
苗
の
方
が
多
く
，
逆
に
サ
イ
ト
カ
イ
ニ
ン

含
量
は
組
織
培
養
苗
の
方
が
多
い
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
。

第
2節
　
穂
木
品
種
に
及
ぼ
す
組
織
培
養
台
木
の
影
響

1
．
材
料
及
び
方
法

　
第
1節
と
同
様
の
方
法
で
養
成
し
た
組
織
培
養
苗
と
実
生
苗
を
台
木
と
し
て
，
1987年
3月
下
旬
に
‘
新
水
’
‘
二

十
世
紀
’
及
び
豊
水
’
の
ニ
ホ
ン
ナ
シ
品
種
を
接
木
し
た
も
の
を
供
試
し
た
。
こ
れ
ら
の
接
木
苗
を
以
下
の
実
験

に
用
い
て
，
穂
木
品
種
に
及
ぼ
す
組
織
培
養
台
木
の
影
響
を
検
討
し
た
。
な
お
，
供
試
し
た
3晶
種
は
養
成
3年

一
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目
の
1
9
89
年
春
に
圃
場
へ
定
植
し
た
。

　
1）
樹
体
の
初
期
生
育
及
び
花
芽
形
成

　
19
87
年
（
1年
生
）
，
1988年
（
2年
生
）
，
1989年
（
3年
生
）
の
10月
中
旬
に
，
供
試
し
た
接
木
苗
の
総
新

梢
長
，
幹
径
及
び
花
芽
形
成
率
を
調
査
し
た
。

　
2）
形
態
的
特
性

　
1
9
89年
の
10月
中
旬
に
，
供
試
し
た
接
木
苗
の
根
の
形
態
を
調
査
し
た
。

　
3）
無
機
成
分
の
吸
収

　
19
87
年
6月
か
ら
10月
に
か
け
て
，
供
試
し
た
接
木
苗
の
葉
（
成
葉
）
を
経
時
的
に
採
取
し
た
。
採
取
し
た
そ

れ
ぞ
れ
の
葉
は
乾
物
に
し
て
粉
末
試
料
と
し
，
第
1節
と
同
様
の
方
法
で
チ
ッ
ソ
，
リ
ン
，
カ
リ
ウ
ム
，
カ
ル
シ

ウ
ム
，
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
の
葉
内
含
量
を
測
定
し
た
。

　
4）
果
実

　
19
89
年
に
供
試
し
た
接
木
苗
に
果
実
を
着
果
さ
せ
，
そ
れ
ぞ
れ
の
収
穫
適
期
（
適
熟
）
に
果
実
を
収
穫
し
，
果

形
，
果
重
，
糖
度
及
び
硬
度
を
調
査
し
た
。

2
．
結

果

1）
樹
体
の
初
期
生
育
及
び
花
芽
形
成

　
接
木
し
た
ニ
ホ
ン
ナ
シ
3品
種
の
生
育
及
び
花
芽
形
成
に
及
ぼ
す
組
織
培
養
台
木
の
影
響
を
第
8表
か
ら
第
10

表
に
示
し
た
。
樹
体
の
生
長
は
養
成
1年
目
の
1987年
に
お
い
て
は
，
一
般
に
い
ず
れ
の
品
種
に
お
い
て
も
組
織

培
養
台
木
の
方
が
生
育
が
旺
盛
で
あ
っ
た
（
写
真
8，
9，
1
0）
。
養
成
2年
目
，
3年
目
の
1988年
，
1989年
で

は
両
者
の
間
に
有
意
差
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
が
，
い
ず
れ
の
品
種
に
お
い
て
も
組
織
培
養
台
木
の
方
が
生
育
が

良
好
で
あ
っ
た
。
一
方
，
花
芽
形
成
率
は
い
ず
れ
の
品
種
に
お
い
て
も
，
養
成
1年
目
の
1987年
に
お
い
て
実
生

台
木
の
方
が
高
い
値
を
示
し
た
が
，
以
後
は
組
織
培
養
台
木
の
方
が
高
い
傾
向
に
あ
っ
た
。

　
2）
形
態
的
特
性

　
実
生
台
木
と
組
織
培
養
台
木
に
接
木
し
た
ニ
ホ
ン
ナ
シ
3品
種
の
根
の
形
態
を
写
真
11か
ら
写
真
13に
示
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
8
表
　
新
水
‘
の
生
育
及
び
花
芽
形
成
に
及
ぼ
す
組
織
培
養
台
木
の
影
響

総
新
梢
長
（
cm
）

幹
径
（
mm）

花
芽
形
成
（
％
）

台
　
木

1
9
8
7　
　
　
　
　
1
9
88
　
　
　
　
　
1
98
9
　
　
　
　
198
7
　
　
　
　
1988　
　
　
　
1989　
　
　
　
1987　
　
　
　
1988　
　
　
　
1989

実
　
　
　
　
　
生
　
　
12
9．
8
bz　
　
2
38．
3a　
　
3
79．
3a　
　
1
3．
9
b
　
　
17．
5a　
　
24．
2a　
　
29、
4a　
　
13．
2a　
　
18．
9a

組
織
培
養
苗
　
2
0
6
．
8
a
　
2
0
0
、
6
a　
4
1
3．
Oa
　
16．
2a　
19．
3a　
27．
6a　
18．
Oa　
28．
7a　
24．
2a

z
ダ
ン
カ
ン
の
多
重
検
定
（
5
％
水
準
）

第
9表
　
く
二
十
世
紀
の
生
育
及
び
花
芽
形
成
に
及
ぼ
す
組
織
培
養
台
木
の
影
響

総
新
梢
長
（
cm
）

幹
径
（
耐

花
芽
形
成
（
％
）

台
　
木

1
9
8
7　
　
　
　
　
1
9
88
　
　
　
　
　
1
98
9
　
　
　
　
198
7
　
　
　
　
1988　
　
　
　
1989　
　
　
　
1987　
　
　
　
1988　
　
　
　
1989

実
　
　
　
　
　
生
　
　
　
8
6．
5
az　
　
2
04．
Oa　
　
6
55．
Oa　
　
l
O．
4
b
　
　
19．
Oa　
　
29．
1a　
　
16．
9a　
　
18．
9a　
　
26．
6a

組
織
培
養
　
140．
Oa　
25Lla　
266．
7a　
13．
2a　
19．
1a　
29．
5a　
16．
5a　
25．
2a　
30．
2a

z
ダ
ン
カ
ン
の
多
重
検
定
（
5
％
水
準
）
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第
1
0表
　
噺
水
‘
の
生
育
及
び
花
芽
形
成
に
及
ぼ
す
組
織
培
養
台
木
の
影
響

総
新
梢
長
　
（
c
m）

幹
径
（
醐

花
芽
形
成
率
（
％
）

台
　
木

］
．
9
8
7
　
　
　
　
　
1
98
8
　
　
　
　
　
1
989

1987　
　
　
　
1988　
　
　
　
1989　
　
　
　
1987　
　
　
　
1988　
　
　
　
1989

実
　
　
　
　
　
生
　
　
200　
0
az　
　
323　
0a　
　
789
　
3a　
　
12　
7b　
　
　
19　
8a　
　
29　
1a　
　
28　
3a　
　
20　
8a　
　
2］
．
5a

組
織
培
養
　
20
6
0a　
39
99
a　
12257a　
147a　
201a　
319a　
208a　
300a　
340a

z
ダ
ン
カ
ン
の
多
重
検
定
（
5
％
水
準
）

・
㍗
雀
鐸

写
真
8　
‘
新
水
’
の
新
梢
生
長
に
及
ぼ
す
組
織
培
養
台
本
の
影
響

　
　
　
　
（
養
成
1年
目
）

　
　
　
　
（
左
：
実
生
台
木
　
右
：
組
織
培
養
台
木
）

写
真
9　
‘
二
十
世
紀
’
の
新
梢
生
長
に
及
ほ
す
組
織
培
養
台
木
の

　
　
　
　
影
響
（
養
成
1年
目
）

　
　
　
　
（
左
‘
実
全
台
木
　
右
　
組
織
培
養
台
木
）

　
　
　
　
　
　
・
懸
澱

　
　
　
　
ペ
ノ
な
ン
ぶ

ぐ
縁
毒
響
、

写
真
1
0

聾
鷲
・

1
∴
〉
㌘
乏

；
〆
∨
Σ

‘
豊
水
’
の
新
梢
生
長
に
及
ぼ
す
組
織
培
養
台
木
の
影
響

（
養
成
1年
目
）

（
左
：
実
生
台
木
　
右
　
組
織
培
養
台
木
）

や爵

写
真
11噺
水
’
の
根
の
形
態
に
及
｝
i汀
組
織
培
養
台
木
の
影
響

　
　
　
　
（
左
　
実
生
台
木
　
右
　
組
織
培
養
台
木
）

．
養

＼

嚢

写
真
1
2　
‘
二
十
世
紐
の
根
の
形
態
に
及
ぼ
す
組
織
培
養
台
木
の
　
　
写
真
13　
‘
豊
水
’
の
根
の
形
態
に
及
ぼ
す
組
織
培
養
台
木
の
影
響

　
　
　
　
影
響
（
左
，
実
生
台
木
　
右
　
組
織
培
養
台
木
）
　
　
　
　
　
　
　
　
（
左
　
実
生
台
木
　
右
：
組
織
培
養
台
木
）

一
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一
般
に
，
‘
新
水
’
で
は
従
来
の
実
生
台
木
に
接
木
し
た
場
合
，
地
下
部
に
占
め
る
太
根
や
中
根
の
割
合
が
高
く
，

逆
に
細
根
の
割
合
が
低
く
な
る
。
こ
れ
に
対
し
て
，
組
織
培
養
台
木
に
接
木
し
た
場
合
，
細
根
の
占
め
る
割
合
が

著
し
く
増
加
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
。
‘
二
十
世
紀
’
及
び
‘
豊
水
に
お
い
て
も
，
地
下
部
に
占
め
る
細
根
の
割

合
が
若
干
増
加
し
た
。

　
3）
無
機
成
分
の
吸
収

　
接
木
し
た
ニ
ホ
ン
ナ
シ
3品
種
の
葉
内
無
機
成
分
含
量
に
及
ぼ
す
組
織
培
養
台
木
の
影
響
を
第
16図
か
ら
第
20

図
に
示
し
た
。
葉
内
チ
ッ
ソ
含
量
は
，
い
ず
れ
の
品
種
に
お
い
て
も
両
台
木
間
に
明
瞭
な
差
異
は
認
め
ら
れ
な
か

っ
た
。
葉
内
リ
ン
含
量
は
，
豊
水
’
に
お
い
て
は
両
台
木
間
に
差
異
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
が
，
噺
水
’
及
び
‘
二

十
世
紀
’
で
は
生
育
後
期
に
お
い
て
実
生
台
木
の
方
が
多
い
傾
向
に
あ
っ
た
。
葉
内
カ
リ
ウ
ム
含
量
は
，
い
ず
れ
の

品
種
に
お
い
て
も
一
定
の
傾
向
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
葉
内
カ
ル
シ
ウ
ム
含
量
は
，
い
ず
れ
の
品
種
に
お
い
て

も
生
育
盛
期
で
は
両
台
木
間
に
差
異
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
が
，
生
育
後
期
に
お
い
て
組
織
培
養
台
木
の
方
が
特

に
多
い
傾
向
に
あ
っ
た
。
葉
内
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
含
量
は
，
一
般
に
い
ず
れ
の
品
種
に
お
い
て
も
実
生
台
木
の
方
が

多
い
傾
向
に
あ
っ
た
。

チツソ含1
辻

z

　
　
　
｜
2
　
　
　
　
　
1
3　
　
　
　
　
12
　
　
　
　
　
16
　
　
　
　
　
］
2　
　
1
．
1

　
　
　
6
7
89
｜
0
∫
弓

第
1
6
図
　
噺
水
’
，
‘
二
十
世
紀
及
び
豊
水
’
の
葉
内
チ

　
　
　
ッ
ソ
含
量
に
及
ぼ
す
組
織
培
養
台
木
の
影
響

　
　
　
　
　
o
実
／
【
　
木
　
　
　
●
蝦
握
台
木

0．
3

0．
2

リ
　
　
0．
3

ン含

1‘
t

巳

0．
2

0．
3

0．
2

　
　
　
12　
　
　
　
　
13　
　
　
　
　
12　
　
　
　
　
16　
　
　
　
　
12　
　
1」

　
　
　
678910」

：
三

第
17図
　
噺
水
’
，
叱
二
十
世
紀
及
び
豊
水
’
の
葉
内
リ

　
　
　
ン
含
量
に
及
ぼ
す
組
織
培
養
台
木
の
影
響

　
　
　
　
　
O史
生
n木
　
　
　
●
戊
日
養
【
〕
人
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4
）
果
実

　
接
木
し
た
3品
種
に
，
養
成
3年
目
の
1989年
に
初
結
実
さ
せ
た
果
実
を
写
真
14か
ら
写
真
16に
示
し
た
。
ま

た
，
そ
れ
ぞ
れ
の
果
実
特
性
を
第
11
表
か
ら
第
13表
に
示
し
た
。
豊
水
に
お
い
て
は
，
組
織
培
養
台
木
の
方
が

果
実
が
大
き
く
，
味
，
肉
質
に
お
い
て
は
両
者
の
間
に
差
異
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

　
‘
新
水
’
及
び
‘
二
十
世
紀
’
で
は
，
果
実
の
大
き
さ
，
味
，
肉
質
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
両
者
の
間
に
差
異
は

認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
ま
た
，
収
穫
i時
期
は
い
ず
れ
の
晶
種
で
も
両
者
の
間
に
差
異
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

カりウム含ぽ亥

　
　
1え
　
　
　
　
　
　
1
3　
　
　
　
　
　
12
　
　
　
　
　
16　
　
　
　
　
　
｜
2
　
　

t｜

　
　
　
678910戊
弓

第
18
図
　
‘
新
水
’
，
‘
二
十
世
紀
及
び
豊
水
’
の
葉
内
カ

　
　
　
リ
ウ
ム
含
量
に
及
ぼ
す
組
織
培
養
台
木
の
影
響

　
　
　
　
　
O「
1
’
／
巨
台
木
　
　
　
●
培
推
〔
木

カルシウム含殿蕗

　
　
12　
　
　
　
　
13　
　
　
　
　
｜
2　
　
　
　
　
｜
6　
　
　
　
　
12　
　
1」

　
　
　
678910｝
」

第
19図
　
噺
水
’
，
《
二
十
世
紀
’
及
び
豊
水
’
の
葉
内
カ

　
　
　
ル
シ
ウ
ム
含
量
に
及
ぼ
す
組
織
培
養
台
木
の
影

　
　
　
響

　
　
　
　
　
O実
ノ
ヒ
台
木
　
　
　
●
培
養
台
オ
く

第
1
1表
　
噺
水
’
の
果
実
特
性
に
及
ぼ
す
組
織
培
養
台
木
の
影
響

果
　
径
（
mm）

台
　
木

横
径

縦
　
径

果
　
　
重
　
（
9）
　
　
糖
　
　
度
　
（
％
）
　
硬
　
　
度
（
k9／
C㎡
）

実
　
　
　
生

組
織
培
養

76
．
2
a

7
5．
9a

5
7
．
9
a

5
7
．
5
a

202．
7a

200．
1a

13．
2a

12．
8a

0，
93a

O．
97a

巳
ダ
ン
カ
ン
の
多
重
検
定
（
5
％
水
準
）

一
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第
12
表
　
t
二
十
世
紀
の
果
実
特
性
に
及
ぼ
す
組
織
培
養
台
木
の
影
響

果
　
径
（
m
m）

台
　
木

横
径

縦
　
径

果
　
　
重
　
（
9）
　
　
　
糖
　
　
度
　
（
％
）
　
石
更
　
　
度
G逗
／
C㎡
）

実
　
　
　
生

組
織
培
養

84．
3
aZ

85
．
4a

69
．
9
a

69
．
4
a

284．
3a

301．
4a

10．
2a

10．
3a

1．
28a

1．
27a

z
ダ
ン
カ
ン
の
多
重
検
定
（
5
％
水
準
）

第
1
3表
　
噺
水
’
の
果
実
特
性
に
及
ぼ
す
組
織
培
養
台
木
の
影
響

果
　
径
（
m
m）

台
　
木

横
径
縦
径
果
重
（
g）
　
糖
度
（
％
）
硬
度
（
kg／
cめ

実
　
　
　
生

組
織
培
養

87
．
1a

97
．
1a

73
．
Oa

81
．
O
a

321．
2a

425．
6a

11．
2a

12．
2a

G．
87b

O．
96a

z
ダ
ン
カ
ン
の
多
重
検
定
（
5％
水
準
）

0
．
5
0

0．
25

　
　
　
o

マ　
0
．
5
0

グネシ　
0
．
2
5

ウム含鍬　
0
．
5
0

亥

額
　
　
　
水

0
．
2
5

　
0

　
　
　
ユ
」
…
、
　
　
　
　
　
］
旦
　
　
　
　
　
1
2
　
　
　
　
　
1
6　
　
　
　
　
1
2　
　
1」

　
　
　
67
　
8
91
0
戊
「
］

第
2
0図
　
噺
水
’
，
‘
二
十
世
紐
及
び
豊
水
’
の
葉
内
マ

　
　
　
グ
ネ
シ
ウ
ム
含
量
に
及
ぼ
す
組
織
培
養
台
木
の

　
　
　
影
響

　
　
　
　
　
O実
！
1：
台
木
　
　
　
●
培
佼
台
人
’

写
真
14　
‘
新
水
’
の
果
実
発
育
に
及
ぽ
す
組
織
培
養
台
木
の
影
響

　
　
　
（
左
：
実
生
台
木
　
右
：
組
織
培
養
台
木
）

写
真
15　
‘
二
十
世
紀
’
の
果
実
発
育
に
及
ぼ
す
組
織
培
養
台
木
の

　
　
　
影
響

　
　
　
（
左
：
実
生
台
木
　
右
：
組
織
培
養
台
木
）
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写
真
1
6‘
豊
水
’
の
果
実
発
育
に
及
ぼ
す
組
織
培
養
台
木
の
影
響

　
　
　
　
（
左
：
実
生
台
木
　
右
：
組
織
培
養
台
木
）

第
3節
　
考

察

s

　
一
般
に
，
組
織
培
養
に
よ
り
得
ら
れ
た
個
体
は
，
従
来
の
繁
殖
法
に
よ
り
得
ら
れ
た
個
体
よ
り
も
生
育
が
旺
盛

と
な
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
R
o
sa
t
i
ら
（
22）
は
モ
モ
の
台
木
を
用
い
て
，
ま
た
Swartzら
（
24）
は
イ
チ
ゴ
を
用
い

て
同
様
の
結
果
を
報
告
し
て
い
る
。

　
本
実
験
に
お
い
て
も
，
組
織
培
養
苗
は
実
生
苗
に
比
べ
新
梢
生
長
が
旺
盛
で
樹
勢
が
強
い
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
。

ま
た
，
組
織
培
養
苗
は
実
生
苗
に
比
べ
著
し
く
細
根
が
多
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
，
根
が

樹
体
の
生
育
に
関
係
し
て
い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
，
そ
れ
ら
の
芽
の
生
理
活
性
を
調
査
し
た
。
そ
の
結
果
，
組
織

培
養
苗
は
，
実
生
苗
に
比
べ
根
の
呼
吸
量
が
多
く
，
TTCに
よ
る
根
の
還
元
能
が
高
い
こ
と
か
ら
，
組
織
培
養
苗

は
実
生
苗
よ
り
根
の
生
理
活
性
が
高
い
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
，
養
水
分
の
吸
収
器
官
で
あ
る
根
の

生
理
活
性
が
高
い
こ
と
が
，
組
織
培
養
苗
の
旺
盛
な
生
育
を
も
た
ら
し
た
一
因
で
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
一

方
，
実
際
に
そ
れ
ら
を
台
木
と
し
て
接
木
を
行
っ
た
場
合
に
お
い
て
も
，
組
織
培
養
台
木
の
実
生
台
木
に
比
べ
生

育
が
旺
盛
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
，
台
木
と
し
て
用
い
た
組
織
培
養
苗
の
細
根
量
が
多
く
，
そ
の
生
理
活
性
が

高
い
こ
と
と
関
連
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
ま
た
，
根
の
生
理
活
性
は
，
一
般
に
養
水
分
の
吸
収
と
密
接
に
関
連
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
（
16鮒
。
す

な
わ
ち
，
根
細
胞
の
好
気
呼
吸
に
よ
り
養
水
分
の
積
極
的
吸
収
が
促
進
さ
れ
る
。
本
実
験
に
お
い
て
，
組
織
培
養

苗
は
チ
ッ
ソ
の
吸
収
が
早
期
吸
収
型
で
あ
る
の
に
対
し
，
実
生
苗
で
は
お
そ
効
き
型
の
傾
向
が
認
め
ら
れ
た
。
こ

れ
は
，
組
織
培
養
苗
の
根
の
生
理
活
性
が
高
い
こ
と
と
関
連
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
か
も
，
樹
体
の
生

育
初
期
は
根
や
枝
葉
の
広
が
る
時
期
で
，
チ
ッ
ソ
を
最
も
多
く
必
要
と
す
る
⑬
こ
と
か
ら
，
組
織
培
養
苗
は
樹
体

の
生
育
に
お
い
て
効
果
的
に
チ
ッ
ソ
を
吸
収
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
，
こ
れ
ら
を
台
木
と
し
て
実

際
に
ニ
ホ
ン
ナ
シ
品
種
を
接
木
し
た
個
体
に
お
い
て
も
，
台
木
と
ほ
ぼ
同
様
の
傾
向
が
認
め
ら
れ
た
。
そ
の
中
で
，

組
織
培
養
苗
を
台
木
と
し
て
用
い
た
場
合
，
特
に
生
育
後
期
に
お
い
て
カ
ル
シ
ウ
ム
の
吸
収
が
多
い
傾
向
に
あ
っ

た
。
現
在
，
生
産
現
場
に
お
い
て
，
ニ
ホ
ン
ナ
シ
果
実
の
生
理
障
害
の
一
つ
で
あ
る
ユ
ズ
肌
病
が
問
題
と
な
っ
て

お
り
，
こ
れ
は
カ
ル
シ
ウ
ム
の
欠
乏
が
原
因
で
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
，
細
根
量
が
多
く

し
か
も
生
育
後
期
に
カ
ル
シ
ウ
ム
の
吸
収
が
多
い
組
織
培
養
苗
を
台
木
と
し
て
用
い
た
場
合
，
ユ
ズ
肌
病
を
か
な

り
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
期
待
さ
れ
る
。
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さ
ら
に
，
根
の
生
理
活
性
は
内
生
生
長
調
節
物
質
の
生
合
成
に
大
き
く
関
与
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い

る
（
3
）
。
特
に
，
サ
イ
ト
カ
イ
ニ
ン
は
根
で
合
成
さ
れ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
お
り
，
実
際
に
根
の
生
理
活
性
が
高
い
組

織
培
養
苗
の
方
が
サ
イ
ト
カ
イ
ニ
ン
が
多
い
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
，
組
織
培
養
苗
に
お
い
て
地
上

部
の
分
枝
が
多
く
，
実
際
に
接
木
し
た
場
合
に
花
芽
形
成
が
良
好
な
こ
と
と
関
連
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
木
本
性
植
物
の
相
的
変
換
（
Ph
as
e　
c
ha
ng
e）
の
最
も
顕
著
な
特
徴
は
，
一
度
成
木
相
に
達
し
た
も
の
を
栄
養

繁
殖
し
て
も
容
易
に
幼
木
層
に
戻
ら
な
い
（
18に
と
で
あ
る
。
し
か
し
，
30年
生
の
成
木
か
ら
得
ら
れ
た
組
織
培
養

苗
か
ら
，
3年
生
の
実
生
苗
と
同
様
の
ト
ゲ
が
認
め
ら
れ
た
。
ま
た
，
組
織
培
養
苗
に
お
け
る
挿
木
発
根
能
は
実

生
苗
と
同
程
度
で
あ
り
，
成
木
の
失
っ
た
抽
木
発
根
能
を
回
復
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
，
組
織
培
養
苗
は
実
生

苗
と
同
様
の
若
返
し
現
象
を
示
す
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　
一
方
，
C
an
c
e
l
］
i
e
rら
（
6
｝
は
，
ブ
ド
ウ
の
組
織
培
養
苗
の
圃
場
試
験
に
お
い
て
，
定
植
直
後
に
組
織
培
養
苗
で
若

返
り
現
象
を
示
し
た
特
性
は
，
数
年
後
に
ま
で
維
持
さ
れ
る
も
の
と
，
も
と
の
植
物
体
の
特
性
に
戻
る
も
の
に
分

か
れ
た
と
報
告
し
て
い
る
。
本
実
験
に
お
い
て
も
，
養
成
3年
目
に
組
織
培
養
苗
で
見
ら
れ
た
ト
ゲ
は
5年
目
に

は
全
く
消
失
し
，
変
わ
っ
て
花
芽
が
形
成
さ
れ
た
が
，
挿
木
発
根
能
は
そ
の
後
も
低
下
せ
ず
維
持
さ
れ
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
，
組
織
培
養
苗
で
み
ら
れ
た
若
返
り
現
象
は
，
そ
の
特
性
の
一
部
だ
け
で
起
こ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ

る
。

　
こ
れ
と
は
別
に
，
実
生
苗
，
組
織
培
養
苗
及
び
成
木
の
挿
木
苗
を
用
い
て
，
同
様
に
そ
れ
ら
の
諸
特
性
を
比
較

検
討
し
た
。
そ
の
結
果
，
組
織
培
養
苗
の
挿
木
苗
の
生
育
特
性
は
，
実
生
苗
と
成
木
の
接
木
苗
の
中
間
の
特
性
を

示
し
た
。
ま
た
，
組
織
培
養
苗
の
挿
木
苗
に
お
い
て
，
ト
ゲ
は
樹
齢
の
経
過
に
と
も
な
っ
て
減
少
し
，
成
木
の
挿

木
苗
で
は
そ
れ
が
全
く
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
，
組
織
培
養
苗
は
花
芽
形
成
が
認
め
ら
れ
た
こ
と
を

見
て
も
，
過
渡
相
（
Transitiona］

phase）
の
状
態
に
あ
る
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
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第
2
章
　
ナ
シ
栽
培
品
種
自
根
苗
の
特
性

　
近
年
，
ナ
シ
産
地
鳥
取
に
お
い
て
，
主
要
栽
培
品
種
で
あ
る
‘
二
十
世
紀
’
は
，
樹
齢
40～
50年
の
老
木
が
大
半

を
占
め
る
よ
う
に
な
り
，
こ
れ
に
よ
る
生
産
力
の
低
下
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
，
改
植
・
新
植
に

よ
る
老
木
の
更
新
が
急
務
と
な
っ
て
お
り
，
そ
の
た
め
に
大
量
の
苗
木
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
。

　
ま
た
，
接
木
に
よ
る
ウ
イ
ル
ス
病
（
え
そ
斑
点
病
，
ナ
シ
萎
縮
病
）
の
伝
染
に
よ
り
果
実
の
品
質
低
下
が
認
め

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
，
生
産
現
場
に
お
い
て
ウ
イ
ル
ス
フ
リ
ー
苗
木
の
生
産
，
配
布
が
早
急

に
望
ま
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
，
ニ
ホ
ン
ナ
シ
品
種
は
挿
木
に
よ
る
発
根
が
困
難
な
た
め
に
，
従
来
の
接
木
に
よ
る

苗
木
生
産
で
は
限
界
が
あ
り
そ
の
供
給
が
間
に
合
わ
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
，
台
木
を
使
用
せ
ず

短
期
間
に
大
量
の
自
根
苗
を
生
産
す
る
方
法
の
確
立
が
強
く
望
ま
れ
て
い
る
。

　
一
方
，
ニ
ホ
ン
ナ
シ
栽
培
品
種
の
繁
殖
法
と
し
て
，
組
織
培
養
に
よ
る
大
量
増
殖
法
が
報
告
さ
れ
て
い
る
（
5）
。
こ

れ
に
よ
り
，
さ
き
に
述
べ
た
現
在
生
産
現
場
で
問
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
解
決
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
期

待
さ
れ
る
。
し
か
し
，
組
織
培
養
に
よ
り
得
ら
れ
た
自
根
苗
の
特
性
に
つ
い
て
は
未
だ
検
討
さ
れ
て
お
ら
ず
，
早

急
な
検
討
が
望
ま
れ
て
い
る
。

　
本
章
で
は
，
組
織
培
養
に
よ
り
得
ら
れ
た
栽
培
晶
種
自
根
苗
の
特
性
に
つ
い
て
，
従
来
の
接
木
苗
と
比
較
調
査

す
る
こ
と
に
よ
り
，
自
根
苗
の
実
用
化
の
可
能
性
を
検
討
し
た
。
さ
ら
に
，
自
根
苗
か
ら
穂
木
を
採
取
し
て
接
木

試
験
を
行
い
，
そ
の
接
木
苗
の
特
性
に
つ
い
て
も
併
せ
て
検
討
し
た
。

第
1節
　
自
根
苗
と
接
木
苗
の
特
性
比
較

1
．
材
料
及
び
方
法

　
本
学
農
場
に
栽
植
さ
れ
て
い
る
ニ
ホ
ン
ナ
シ
栽
培
品
種
‘
二
十
世
紀
及
び
豊
水
’
を
供
試
し
た
。
栽
培
品
種

自
根
苗
は
，
そ
れ
ぞ
れ
第
1
章
と
同
様
の
方
法
で
培
養
し
発
根
さ
せ
て
，
1987年
春
に
馴
化
・
養
成
し
た
（
写
真

17）
。
～
方
，
接
木
苗
は
，
自
根
苗
と
同
年
春
に
そ
れ
ぞ
れ
の
穂
木
を
2年
生
の
‘
マ
ン
シ
ュ
ウ
マ
メ
ナ
シ
’
台
木

に
接
木
し
養
成
し
た
。
こ
れ
ら
の
自
根
苗
と
接
木
苗
を
以
下
の
実
験
に
用
い
て
，
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
を
比
較
検
討

し
た
。
な
お
，
そ
れ
ぞ
れ
の
自
根
苗
と
接
木
苗
は
，
養

成
3年
目
の
1989年
春
に
圃
場
へ
定
植
し
た
。

　
1）
樹
体
の
初
期
生
育
及
び
花
芽
形
成

　
1988
年
（
2年
生
）
の
10月
中
句
に
，
そ
れ
ぞ
れ
の

自
根
苗
と
接
木
苗
の
総
新
梢
長
及
び
幹
径
を
調
査
し
た
。

ま
た
，
自
根
苗
に
も
花
芽
形
成
が
認
め
ら
れ
た
こ
と
か

ら
，
花
芽
形
成
率
も
併
せ
て
調
査
し
た
。

　
2）
形
態
的
特
性

　
1
9
8
9
年
（
3年
生
）
の
10
月
中
旬
に
・
‘
豊
水
’
の
自
　
　
　
　
写
真
17各
栽
培
品
種
自
根
苗
の
生
育
状
態

根
苗
と
接
木
苗
の
根
の
形
態
を
調
査
し
た
。
　
　
　
　
　
　
佐
1豊
水
，
中
：
‘
八
雲
，
右
：
‘
お
さ
二
十
世
紀
）

　
3）
果
実
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1
9
8
9
年
に
‘
二
十
世
紀
’
の
自
根
苗
と
接
木
苗
に
果
実
を
着
果
さ
せ
，
収
穫
適
期
（
適
熟
）
に
果
実
を
収
穫
し
，

果
径
，
果
重
，
糖
度
及
び
硬
度
を
測
定
し
た
。

2
．
結

果

　
1）
樹
体
の
初
期
生
育
及
び
花
芽
形
成

　
豊
水
’
及
び
‘
二
十
世
紀
’
の
自
根
苗
の
特
性
を
第
14表
，
第
15表
に
，
ま
た
こ
れ
ら
の
生
育
状
態
を
写
真
18，

写
真
19に
示
し
た
。
供
試
し
た
い
ず
れ
の
品
種
に
お
い
て
も
，
新
梢
生
産
量
に
金
く
差
異
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た

が
，
幹
径
は
接
木
苗
の
方
が
大
き
か
っ
た
。
ま
た
，
花
芽
形
成
率
は
一
般
に
接
木
苗
の
方
が
高
い
傾
向
に
あ
っ
た

が
，
有
意
差
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

　
2）
形
態
的
特
性

　
‘
豊
水
’
の
自
根
苗
及
び
接
木
苗
の
根
の
形
態
を
写
真
20に
示
し
た
。
自
根
苗
は
接
木
苗
に
比
べ
根
量
が
多
く
，

ま
た
接
木
苗
と
ほ
ぼ
同
量
の
細
根
を
持
ち
し
か
も
中
根
，
太
根
の
割
合
が
多
い
た
め
根
群
が
広
い
こ
と
が
認
め
ら

れ
た
。

　
3）
果
実

　
‘
二
十
世
紀
’
の
自
根
苗
に
，
養
成
3年
目
の
1989年
に
初
め
て
結
実
し
た
果
実
を
写
真
21に
示
し
た
。
自
根
苗

か
ら
得
ら
れ
た
果
実
は
，
形
状
，
味
，
肉
質
と
も
に
従
来
の
‘
二
十
世
紀
’
と
同
様
で
あ
り
，
組
織
培
養
に
よ
る
変

異
は
全
く
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
一
方
，
果
実
の
大
き
さ
は
接
木
苗
の
方
が
大
き
く
，
収
穫
時
期
は
両
者
の
間
に

差
異
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

　
　
　
第
14
表
　
豊
水
’
自
根
苗
の
生
育
特
性
（
198
8
）
　
　
　
　
　
　
第
15表
　
t二
十
世
紀
’
自
根
苗
の
生
育
特
性
（
1988）

　
台
　
木
総
新
梢
長
（
c
m）
幹
径
（
m
m
）
花
芽
形
成
率
（
％
）
　
台
　
木
総
新
梢
長
（
cm）
幹
径
（
mm）
花
芽
形
成
率
（
％
）

　
接
木
苗
　
　
32
3
．
O
a
之
　
　
1
9
．
8
a
　
　
　
2
0
．
8
a
　
　
　
接
木
苗
　
　
220．
4az　
　
20．
Oa　
　
　
22．
4a

　
自
根
苗
　
　
3
2
4
．
3
a
　
　
17．
4a　
　
　
7．
9a　
　
　
自
根
苗
　
　
220．
Oa　
　
13、
7a　
　
　
16．
8a

　
之
ダ
ン
カ
ン
の
多
重
検
定
（
5％
水
準
）
　
　
　
　
　
　
　
zダ
ン
カ
ン
の
多
重
検
定
（
5％
水
準
）

叢㌃
．
苓

瀦撰1一

穿
ぽ

繍
築犠

職
で
㌻

　
づ

㌔
ゾ

、
計

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鰹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
疎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鰍

写
真
18
　
‘
豊
水
’
の
自
根
苗
と
接
木
苗
の
生
育
状
態
（
養
成
2年
　
写
真
19　
‘
二
十
世
紀
’
の
自
根
苗
と
接
木
苗
の
生
育
状
態
（
養
成

　
　
　
目
）
（
左
：
接
木
苗
　
右
：
額
根
苗
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2年
目
）
（
左
：
接
木
苗
　
右
：
自
根
苗
）
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写
真
2
G‘
豊
水
’
の
自
根
苗
と
接
木
苗
の
根
の
形
態

　
　
　
（
左
：
接
木
苗
　
右
：
自
根
苗
）

写
真
21‘
二
十
世
紀
自
根
苗
の
果
実

第
2節
　
自
根
苗
穂
木
を
用
い
た
接
木
苗
の
特
性

1．
材
料
及
び
方
法

　
第
1節
と
同
様
の
方
法
で
養
成
し
た
豊
水
’
及
び
‘
お
さ
二
十
世
紀
’
の
自
根
苗
と
，
本
学
農
場
に
栽
植
さ
れ

て
い
る
‘
豊
水
’
及
び
‘
お
さ
二
十
世
紀
’
を
供
試
し
た
。
1988年
1月
に
両
者
よ
り
穂
木
を
採
取
し
1988年
3月

下
旬
に
そ
れ
ぞ
れ
同
じ
‘
マ
ン
シ
ュ
ウ
マ
メ
ナ
シ
’
台
木
に
接
木
し
た
。
こ
れ
ら
の
接
木
苗
を
以
下
の
実
験
に
用
い

て
，
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
を
比
較
検
討
し
た
。

　
1）
樹
体
の
初
期
生
育
及
び
花
芽
形
成

　
1988年
（
1年
生
）
，
1989年
（
2年
生
）
の
10月
中
旬
に
，
そ
れ
ぞ
れ
の
接
木
苗
の
総
新
梢
長
，
幹
径
及
び
花

芽
形
成
率
を
調
査
し
た
。

　
2）
形
態
的
特
性

　
19
89
年
の
10月
中
旬
に
，
そ
れ
ぞ
れ
の
接
木
苗
の
根
の
形
態
を
調
査
し
た
。

　
3）
無
機
成
分
の
吸
収

　
1988年
6月
か
ら
10月
に
か
け
て
，
そ
れ
ぞ
れ
の
接
木
苗
の
葉
（
成
葉
）
を
経
時
的
に
採
取
し
た
。
採
取
し
た

そ
れ
ぞ
れ
の
葉
は
乾
物
に
し
て
粉
末
試
料
と
し
，
第
1章
第
1節
と
同
様
の
方
法
で
，
チ
ッ
ソ
，
リ
ン
，
カ
リ
ウ

ム
，
カ
ル
シ
ウ
ム
，
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
の
葉
内
含
量
を
測
定
し
た
。

2
．
結

果

　
1）
樹
体
の
初
期
生
育
及
び
花
芽
形
成

　
‘
豊
水
’
及
び
‘
お
さ
二
十
世
紀
’
の
自
根
苗
穂
木
の
特
性
を
第
16表
，
第
17表
に
示
し
た
。
養
成
1年
目
の
1988

年
に
お
い
て
，
豊
水
’
で
は
自
根
苗
の
方
が
生
育
が
旺
盛
で
あ
っ
た
が
，
‘
お
さ
二
十
世
紀
で
は
両
者
の
間
に
ほ

と
ん
ど
差
異
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
ま
た
，
養
成
2年
目
の
1989年
で
は
供
試
し
た
2晶
種
と
も
両
者
の
間
に

有
意
差
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
が
，
自
根
苗
の
方
が
生
育
が
良
好
で
あ
っ
た
。

　
一
方
，
花
芽
形
成
率
は
，
‘
豊
水
’
に
お
い
て
は
従
来
の
穂
木
の
方
が
高
く
自
根
苗
と
の
間
に
有
意
差
が
認
め
ら

れ
た
が
，
‘
お
さ
二
十
世
紀
’
で
は
両
者
の
間
に
明
瞭
な
差
異
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
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第
1
6表
　
t豊
水
’
自
根
苗
穂
の
特
性

総
新
梢
長
（
cm）

幹
径
（
mm）

花
芽
形
成
率
（
％
）

穂
　
木
1
98
8
1
9
8
9

1988　
　
　
　
1989　
　
　
　
1988　
　
　
　
1989

対
照
78
．
Gぽ
234
．
Oa　
9．
5a　
16
．
5a　
36．
4a　
17．
8a

自
根
苗
　
　
　
174．
7a　
　
　
307。
Oa　
　
　
11．
Oa　
　
16．
8a　
　
　
7．
9b　
　
　
6．
Ob

z
ダ
ン
カ
ン
多
重
検
定
（
5
％
水
準
）

第
17
表
　
¶
お
さ
二
十
世
紀
自
根
苗
穂
の
特
性

総
薪
梢
長
（
cm）

幹
径
（
m田
）

花
芽
形
成
率
（
％
）

穂
　
木
1
9
8
8
1
98
9

198
8
　
　
　
　
1989　
　
　
　
ユ
988　
　
　
　
1989

対
照
7
9
．
5
a
2
234．
O
a
9
．
1
a　
15．
1a　
3．
6a　
10．
2a

自
根
苗
　
　
　
73。
8a　
　
　
　
307．
Oa　
　
　
9．
5a　
　
　
17．
1a　
　
　
6．
8a　
　
　
　
8．
7a

zダ
ン
カ
ン
多
重
検
定
（
5
％
水
準
）》

ノ

ぜ
繋

写
真
2
2‘
豊
水
’
の
根
の
形
態
に
及
ぼ
す
額
根
苗
穂
木
の
影
響
　
写
真
23‘
お
さ
二
十
世
紀
’
の
根
の
形
態
に
及
ぼ
す
自
根
苗
穂
木

　
　
　
　
　
（
左
：
対
照
　
　
右
：
自
根
苗
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
影
響
（
左
：
対
照
　
　
右
：
自
根
苗
）

　
2）
形
態
的
特
性

　
そ
れ
ぞ
れ
の
接
木
苗
の
根
の
形
態
を
写
真
2
2，
写
真
23に
示
し
た
。
‘
豊
水
’
で
は
従
来
の
穂
木
の
方
が
多
少
根

量
が
多
か
っ
た
が
，
‘
お
さ
二
十
世
紀
’
で
は
逆
に
自
根
苗
の
穂
木
の
方
が
根
量
が
多
い
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
。
供

試
し
た
2品
種
と
も
，
根
系
の
構
成
割
合
に
つ
い
て
は
両
者
の
間
に
差
異
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

　
3）
無
機
成
分
の
吸
収

　
自
根
苗
の
穂
木
と
従
来
の
穂
木
を
接
木
し
た
2
品
種
の
葉
内
無
機
成
分
含
量
の
変
化
を
第
21図
か
ら
第
25図
に

示
し
た
。
葉
内
チ
ッ
ソ
含
量
は
，
2晶
種
と
も
両
者
の
間
に
明
瞭
な
差
異
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
葉
内
リ
ン
及

び
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
含
量
は
，
豊
水
’
に
お
い
て
は
従
来
の
穂
木
の
方
が
多
い
傾
向
に
あ
っ
た
が
，
‘
お
さ
二
十
世
紀
’

で
は
両
者
の
間
に
一
定
の
傾
向
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
葉
内
カ
リ
ウ
ム
含
量
は
，
豊
水
’
に
お
い
て
は
自
根
苗

の
穂
木
の
方
が
多
い
傾
向
に
あ
っ
た
が
，
‘
お
さ
二
十
世
紀
’
で
は
両
者
の
間
に
差
異
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
葉

内
カ
ル
シ
ウ
ム
含
量
は
，
‘
豊
水
’
に
お
い
て
は
従
来
の
穂
木
の
方
が
特
に
高
い
値
で
推
移
し
た
が
，
‘
お
さ
二
十
世

紀
’
で
は
両
者
の
間
に
差
異
は
認
め
れ
な
か
っ
た
。
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第
3節
　
考

察

　
本
実
験
で
供
試
し
た
‘
豊
水
’
及
び
‘
二
十
世
紀
’
の
自
根
苗
は
，
接
木
苗
と
比
較
し
て
新
梢
生
長
が
旺
盛
で
あ

っ
た
が
，
幹
径
は
逆
に
接
木
苗
の
方
が
大
き
い
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
。
Websterら

（
27｝
は
，
リ
ン
ゴ
の
栽
培
品
種

自
根
苗
の
圃
場
試
験
を
行
い
，
養
成
1
～
2年
目
に
お
い
て
は
接
木
苗
の
方
が
生
育
が
旺
盛
で
あ
っ
あ
が
，
そ
れ

以
降
に
な
る
と
自
根
苗
の
方
が
良
好
な
生
育
を
示
し
た
と
い
う
こ
と
を
報
告
し
て
い
る
。
本
実
験
に
お
い
て
も
，

さ
ら
に
養
成
年
数
が
経
過
し
て
い
け
ぼ
自
根
苗
の
方
が
生
育
が
旺
勢
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

　
本
実
験
で
供
試
し
た
自
根
苗
は
，
養
成
当
年
度
の
個
体
を
用
い
て
い
る
こ
と
か
ら
根
系
が
1年
し
か
経
過
し
て

い
な
い
。
一
方
，
接
木
苗
は
2年
生
の
実
生
台
木
に
接
木
し
た
個
体
を
用
い
て
い
る
こ
と
か
ら
，
自
根
苗
と
は
明

ら
か
に
根
系
が
異
な
っ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
ま
た
，
自
根
苗
は
定
植
時
に
お
い
て
接
木
苗
よ
り
も
小
さ

く
，
圃
場
試
験
の
際
定
植
時
の
大
き
さ
や
生
育
状
態
に
よ
っ
て
，
そ
の
後
の
生
育
が
左
右
さ
れ
や
す
い
。
そ
の
た

め
，
写
真
24
に
示
す
よ
う
に
，
自
根
苗
が
胴
枯
れ
病
に
よ
り
枯
死
し
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
。
し
た
が
っ
て
，
定

植
時
ま
で
に
自
根
苗
が
接
木
苗
と
ほ
ぼ
同
様
の
生
育
状
態
を
示
す
よ
う
に
な
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
‘
二
十
世
紀
’
自
根
苗
に
結
実
し
た
果
実
の
特
性
は
，
従
来
の
接
木
苗
の
果
実
と
同
様
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
，
組

織
培
養
に
よ
る
変
異
は
起
こ
っ
て
い
な
い
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
ま
た
，
果
実
の
大
き
さ
に
つ
い
て
は
，
自
根
苗

一
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に
結
実
し
た
果
実
は
従
来
の
接
木
苗
の
果
実
よ
り
も
多
少
小
さ
か
っ
た
が
，
自
根
苗
の
方
が
生
育
が
旺
盛
と
な
っ

て
く
る
こ
と
に
伴
っ
て
，
果
実
も
大
き
く
な
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
～
方
，
自
根
苗
を
穂
木
と
し
て
接
木
試
験
を
行
っ
た
結
果
，
自
根
苗
の
穂
木
の
方
が
従
来
の
穂
木
よ
り
も
生
育

が
旺
盛
で
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
。
Webster（

28）
ら
は
リ
ン
ゴ
の
楼
性
台
木
の
一
つ
で
あ
る
MM．
106の
実
生

苗
に
，
自
根
苗
の
穂
木
と
従
来
の
穂
木
を
を
接
木
し
た
場
合
，
自
根
苗
の
穂
木
の
方
が
生
育
が
旺
盛
で
あ
っ
た
と

い
う
こ
と
を
報
告
し
て
い
る
。
ま
た
，
根
の
形
態
に
お
い
て
，
自
根
苗
の
穂
木
を
接
木
す
る
こ
と
に
よ
り
多
少
の

根
量
の
増
加
が
認
め
ら
れ
た
。
同
様
に
無
機
成
分
の
吸
収
に
お
い
て
も
，
自
根
苗
の
穂
木
を
接
木
す
る
こ
と
に
よ

り
，
従
来
の
穂
木
を
接
木
し
た
も
の
と
比
べ
若
干
の
差
異
が
認
め
ら
れ
た
。
し
た
が
っ
て
，
自
根
苗
の
穂
木
が
台

木
に
対
し
て
何
ら
か
の
影
響
を
与
え
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。

　
さ
ら
に
，
自
根
苗
の
穂
木
の
ウ
イ
ル
ス
検
定
を
行
っ
た
と
こ
ろ
，
ナ
シ
系
統
の
SGV（
stem　
grooving　

virus）

を
保
毒
し
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
，
自
根
苗
穂
木
の
旺
盛
な
生
育
は
穂
木
の
ウ
イ
ル
ス
フ
リ
ー
化
に
よ
る
も
の
で

あ
る
と
は
考
え
に
く
く
，
自
根
苗
穂
木
の
花
芽
形
成
率
が
低
い
値
を
示
し
た
こ
と
を
考
慮
す
る
と
，
穂
木
自
体
の

若
返
り
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
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第
3
章
　
総
合
考
察

　
本
研
究
は
，
組
織
培
養
に
よ
り
得
ら
れ
た
ナ
シ
台
木
及
び
栽
培
品
種
自
根
苗
を
従
来
の
実
生
苗
及
び
接
木
苗
と

比
較
し
，
形
態
的
・
生
理
的
観
点
か
ら
諸
特
性
を
調
査
す
る
こ
と
に
よ
り
，
こ
れ
ら
の
実
用
性
を
検
討
す
る
目
的

で
行
っ
た
。

　
ま
ず
，
組
織
培
養
に
よ
り
養
成
さ
れ
た
‘
マ
ン
シ
ュ
ウ
マ
メ
ナ
ゾ
（
組
織
培
養
苗
）
は
従
来
の
種
子
繁
殖
に
よ

り
養
成
さ
れ
た
個
体
（
実
生
苗
）
に
比
べ
，
生
育
が
旺
盛
で
樹
勢
が
強
い
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
。
さ
ら
に
組
織
培

養
苗
は
実
生
苗
に
比
べ
著
し
く
細
根
量
が
多
く
，
そ
の
生
理
活
性
も
高
か
っ
た
。
一
般
に
根
の
生
理
活
性
は
養
水

分
の
吸
収
と
密
接
に
関
係
し
て
お
り
α
6
・
2
6）
，
根
細
胞
の
好
気
呼
吸
に
よ
り
特
定
養
成
の
積
極
的
吸
収
が
促
進
さ
れ
る
。

し
た
が
っ
て
，
組
織
培
養
苗
は
養
水
分
の
吸
収
器
官
で
あ
る
細
根
の
量
が
多
く
，
し
か
も
そ
の
生
理
活
性
が
高
い

こ
と
が
，
旺
盛
な
生
育
を
も
た
ら
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
さ
ら
に
，
伴
野
ら
（
3
）
は
，
ニ
ホ
ン
ナ
シ
品
種
に
お
け
る
内
生
生
長
物
質
及
び
細
根
の
生
理
活
性
の
動
き
を
調
べ
，

内
生
生
長
調
節
物
質
の
生
合
成
と
根
の
生
理
活
性
の
関
連
性
を
示
唆
し
て
い
る
。
特
に
，
サ
イ
ト
カ
イ
ニ
ン
は
根

で
合
成
さ
れ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
お
り
，
実
際
に
根
の
生
理
活
性
が
高
い
組
織
培
養
苗
の
方
が
サ
イ
ト
カ
イ
ニ
ン

含
量
が
多
か
っ
た
。
ま
た
地
上
部
に
お
け
る
サ
イ
ト
カ
イ
ニ
ン
含
量
も
組
織
培
養
苗
の
方
が
多
く
，
逆
に
ジ
ベ
レ

リ
ン
含
量
は
実
生
苗
の
方
が
多
い
傾
向
に
あ
っ
た
。
組
織
培
養
苗
が
地
上
部
の
分
枝
が
多
く
，
徒
長
せ
ず
に
充
実

型
の
生
育
を
示
し
た
こ
と
は
，
こ
れ
ら
の
内
生
生
長
調
節
物
質
含
量
の
多
少
に
起
因
し
て
い
る
も
の
と
推
察
さ
れ

る
。

　
一
方
，
緑
枝
挿
し
に
よ
り
得
ら
れ
た
挿
木
苗
に
お
い
て
も
，
組
織
培
養
苗
の
挿
木
苗
は
良
好
な
生
育
を
示
し
た
。

ま
た
，
緑
枝
挿
し
に
よ
る
発
根
に
お
い
て
，
養
成
5年
目
の
場
合
で
も
組
織
培
養
苗
は
実
生
苗
と
ほ
ぼ
同
様
の
発

根
率
を
示
し
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
，
ナ
シ
台
木
の
挿
木
に
よ
る
繁
殖
も
可
能
で
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
，
同

一
の
遺
伝
子
を
持
ち
し
か
も
生
育
が
旺
盛
な
優
良
台
木
を
大
量
に
供
給
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
思
わ
れ

る
。

　
っ
ぎ
に
，
30年
生
の
‘
マ
ン
シ
ュ
ウ
マ
メ
ナ
シ
’
成
木
か
ら
得
ら
れ
た
組
織
培
養
苗
か
ら
，
3年
生
の
実
生
苗
と

同
様
の
ト
ゲ
が
認
め
ら
れ
た
。
ま
た
，
組
織
培
養
苗
は
緑
枝
挿
し
に
よ
る
発
根
に
お
い
て
実
生
苗
と
同
程
度
発
根

し
，
成
木
の
失
っ
た
挿
木
発
根
能
を
回
復
し
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
特
性
は
，
そ
の
個
体
が
幼
木
相
の
状
態
に
あ
る

こ
と
の
指
標
と
さ
れ
て
お
り
，
組
織
培
養
苗
は
若
返
り
現
象
を
起
こ
し
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　
現
在
，
実
生
に
お
け
る
幼
木
相
か
ら
成
木
相
へ
の
変
換
に
と
も
な
う
内
的
要
因
に
つ
い
て
は
未
だ
不
明
の
点
が

多
く
，
そ
の
逆
の
成
木
相
か
ら
幼
木
相
へ
の
変
換
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
解
明
さ
れ
て
い
な
い
。
木
本
生
植
物
の

相
的
変
換
の
最
も
顕
著
な
特
徴
は
，
一
度
成
木
相
に
達
し
た
も
の
を
栄
養
繁
殖
し
て
も
，
た
や
す
く
は
幼
木
相
に

戻
ら
な
い
く
18に
と
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
一
方
で
，
成
木
相
に
達
し
て
い
る
植
物
に
ジ
ベ
レ
リ
ン
を
与
え
る
こ
と
に

よ
り
，
再
び
幼
木
相
に
戻
る
こ
と
が
観
察
さ
れ
て
い
る
（
21）
。
ま
た
，
木
本
生
植
物
の
組
織
培
養
に
よ
り
得
ら
れ
た

個
体
が
，
碗
励
タ
η
圃
場
に
お
い
て
若
返
り
現
象
を
示
し
た
と
い
う
報
告
が
数
多
く
な
さ
れ
て
い
る
（
1・
1°
・
12・
14・
15・
三
7・
23・
25）
。

　
一
般
に
，
幼
木
相
の
状
態
に
あ
る
植
物
体
は
旺
盛
な
栄
養
生
長
を
行
う
こ
と
か
ら
，
組
織
培
養
苗
が
旺
盛
な
生

育
を
示
し
た
こ
と
は
若
返
り
現
象
の
一
つ
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
旺
盛
な
生
育
を
示
し
た
こ
と
の
原
因

と
し
て
，
組
織
培
養
苗
が
細
根
量
が
多
く
，
そ
の
生
理
活
性
が
高
い
こ
と
を
さ
き
に
述
べ
た
が
，
若
返
り
現
象
と

細
根
量
及
び
そ
の
生
理
活
性
の
間
に
は
，
何
ら
か
の
関
係
が
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
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ま
た
，
Frydmanら

（
8）
も
，
根
が
相
的
変
換
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
極
め
て
重
要
で
あ
り
，
根
で
合
成
さ
れ
る
ジ

ベ
レ
リ
ン
が
相
的
変
換
に
関
係
し
て
い
る
こ
と
を
報
告
し
て
い
る
。
さ
ら
に
，
木
本
生
植
物
の
頂
端
分
裂
組
織
は

幼
木
相
か
ら
成
木
相
へ
の
移
行
の
ス
イ
ッ
チ
を
持
っ
て
お
り
，
幼
木
相
の
頂
端
分
裂
組
織
に
お
け
る
ジ
ベ
レ
リ
ン

含
量
は
成
木
相
の
そ
れ
よ
り
も
多
い
と
い
う
こ
と
を
報
告
し
て
い
る
σ
川
。
こ
の
こ
と
は
，
根
で
合
成
さ
れ
た
ジ
ベ

レ
リ
ン
が
地
上
部
へ
移
動
し
頂
端
分
裂
組
織
の
ジ
ベ
レ
リ
ン
活
性
が
高
ま
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

本
実
験
に
お
い
て
，
組
織
培
養
苗
の
根
に
お
け
る
ジ
ベ
レ
リ
ン
含
量
は
実
生
苗
よ
り
も
少
な
い
こ
と
が
認
め
ら
れ

た
。
こ
の
こ
と
か
ら
，
組
織
培
養
苗
は
3年
生
の
実
生
苗
と
同
レ
ベ
ル
ま
で
若
返
っ
て
お
ら
ず
，
実
生
苗
と
成
木

の
中
間
の
状
態
に
あ
る
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
，
若
返
り
現
象
の
起
こ
る
内
的
要
因
と
し
て
，
今
後

成
木
も
含
め
て
ジ
ベ
レ
リ
ン
含
量
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
一
方
，
組
織
培
養
に
よ
り
得
ら
れ
た
個
体
が
若
返
り
現
象
を
起
こ
し
た
原
因
と
し
て
，
Rosatiら
（
22）
は
，
物
〃
iヵ
η

に
お
け
る
培
養
の
際
に
培
地
に
添
加
し
た
植
物
ホ
ル
モ
ン
の
効
果
が
残
っ
て
い
る
こ
と
を
報
告
し
て
い
る
。

Z
im
m
e
rm
a
1
1（
2
9）
も
，
組
織
培
養
に
よ
り
得
ら
れ
た
個
体
の
分
枝
の
増
加
は
，
　
iη
〃
劾
η
に
お
け
る
サ
イ
ト
カ
イ
ニ

ン
処
理
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
本
実
験
に
供
試
し
た
組
織
培
養
苗
は
，
BA（
ベ
ン
ジ
ル
ア

デ
ニ
ン
）
1．
Omg／
1，
IBA（
イ
ン
ド
ー
ル
酪
酸
）
0．
1mg／
1の
条
件
下
で
培
養
し
た
も
の
で
あ
り
，
か
な
り
高
濃

度
で
長
期
間
処
理
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
，
組
織
培
養
苗
に
は
植
物
ホ
ル
モ
ン
の
効
果
が
か
な
り
残
っ
て
い

る
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。

　
ま
た
，
伴
野
ら
（
5）
は
，
ニ
ホ
ン
ナ
シ
栽
培
晶
種
の
組
織
培
養
に
よ
る
繁
殖
に
つ
い
て
，
継
代
回
数
と
発
根
の
関
係

を
検
討
し
，
継
代
回
数
が
6代
目
ま
で
は
全
く
発
根
し
な
い
が
，
7代
鼠
以
降
に
な
る
と
発
根
す
る
個
体
が
増
加

し
て
く
る
と
報
告
し
て
い
る
。
さ
ら
に
，
Takeno（

25）
ら
は
，
継
代
回
数
の
増
加
に
伴
う
発
根
率
の
向
上
は
，
内
生

ジ
ベ
レ
リ
ン
と
サ
イ
ト
カ
イ
ニ
ン
の
現
象
と
関
連
し
て
い
る
と
報
告
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
，
継
代
培
養
期
間

中
の
質
的
変
化
，
中
で
も
内
生
ジ
ベ
レ
リ
ン
と
サ
イ
ト
カ
イ
ニ
ン
の
減
少
に
よ
り
発
根
が
促
進
さ
れ
た
も
の
と
推

察
さ
れ
，
今
後
ニ
ホ
ン
ナ
シ
の
不
定
根
形
成
に
関
連
し
て
重
要
な
研
究
材
料
と
な
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
以
上
述
べ
た
よ
う
に
，
組
織
培
養
苗
は
若
返
り
現
象
を
示
し
た
が
，
養
成
5年
目
に
お
い
て
ト
ゲ
が
全
く
消
失

し
て
花
芽
が
形
成
さ
れ
，
葉
の
形
態
は
成
木
に
近
い
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
，
組
織
培
養
苗
の
挿
木
発
根
能
は

実
生
苗
と
ほ
ぼ
同
様
で
あ
り
，
幼
木
相
の
特
性
を
維
持
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
，
若
返
り
現
象
は
特
性
の
一
部

で
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
O
lip
h
ant
ら
（
’
9）
，
　
Cancellierら

（
6）
も
，
こ
れ
と
同
様
の
現
象
を
確

認
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
，
発
根
が
容
易
で
あ
る
個
体
で
あ
り
つ
つ
，
花
芽
が
形
成
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
，

組
織
培
養
苗
を
実
用
化
し
て
い
く
上
で
，
大
い
に
有
利
な
こ
と
と
な
る
と
思
わ
れ
る
。

　
一
方
，
実
生
苗
，
組
織
培
養
苗
及
び
成
木
の
挿
木
苗
の
特
性
を
調
査
し
た
結
果
，
組
織
培
養
苗
は
樹
体
の
生
育

及
び
形
態
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
，
他
の
二
つ
の
中
間
的
な
特
性
を
示
す
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
。
特
に
組
織
培
養

苗
と
成
木
は
同
一
の
個
体
か
ら
得
ら
れ
た
（
遺
伝
的
に
同
じ
）
も
の
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
，
根
の
形
態
に
著
し

い
差
異
が
認
め
ら
れ
た
。
し
た
が
っ
て
，
組
織
培
養
苗
は
，
花
芽
が
形
成
さ
れ
た
こ
と
を
考
え
て
み
て
も
，
幼
木

相
の
状
態
に
あ
る
と
い
う
よ
り
む
し
ろ
過
渡
相
の
状
態
に
あ
る
と
考
え
た
方
が
，
よ
り
適
切
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
つ
ぎ
に
，
組
織
培
養
苗
を
実
用
化
し
て
い
く
た
め
に
，
実
際
に
ニ
ホ
ン
ナ
シ
栽
培
品
種
を
接
木
し
て
そ
の
特
性

を
調
査
し
た
結
果
，
組
織
培
養
台
木
の
方
が
従
来
の
実
生
台
木
に
比
べ
生
育
が
旺
盛
で
あ
っ
た
。
ま
た
，
そ
の
よ

う
な
旺
盛
な
生
育
に
も
か
か
わ
ら
ず
花
芽
形
成
が
良
好
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
，
こ
れ
ら
の
こ
と
は
実
際
栽
培

に
お
い
て
有
利
な
こ
と
と
な
る
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
，
組
織
培
養
苗
と
台
木
と
し
て
新
水
を
接
木
し
た
も
の

に
お
い
て
，
従
来
の
も
の
に
比
べ
細
根
量
の
著
し
い
増
加
が
認
め
ら
れ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
，
‘
新
水
’
に
お
い
て
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組
織
培
養
苗
を
台
木
す
る
こ
と
に
よ
り
，
従
来
の
徒
長
的
な
生
育
を
抑
え
，
落
ち
つ
い
た
生
育
を
す
る
事
が
期
待

で
き
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
，
組
織
培
養
苗
は
実
生
苗
に
比
べ
初
期
生
育
が
旺
盛
で
樹
勢
が
強
く
，
特
性
の
一
部
が
若
返
り

現
象
を
示
す
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
ま
た
，
こ
れ
ら
を
台
木
と
し
て
実
際
に
接
木
を
行
っ
た
と
こ
ろ
，
台
木

と
ほ
ぼ
同
様
の
特
性
を
示
し
，
組
織
培
養
苗
を
台
木
と
し
た
も
の
は
苗
木
と
し
て
優
れ
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ

た
。
リ
ン
ゴ
に
お
い
て
，
組
織
培
養
に
よ
り
得
ら
れ
た
個
体
は
早
期
開
花
，
早
期
結
実
を
し
，
さ
ら
に
収
量
も
多

い
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
②
。
ニ
ホ
ン
ナ
シ
に
お
い
て
も
，
組
織
培
養
台
木
を
用
い
た
場
合
，
同
様
な
結
果
が
得

ら
れ
る
も
の
と
期
待
さ
れ
，
今
後
も
さ
ら
に
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
一
方
，
組
織
培
養
に
よ
り
得
ら
れ
た
‘
二
十
世
紀
’
豊
水
’
の
自
根
苗
は
，
従
来
の
接
木
苗
と
比
較
し
て
新
梢
生

長
は
旺
盛
で
あ
っ
た
が
，
幹
径
は
一
般
に
小
さ
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
，
自
根
苗
は
植
え
付
け
当
初
生
育
が
良
好

で
な
い
と
い
う
報
告
が
み
ら
れ
る
（
9
・
2
2
・
29
）
。
そ
の
原
因
と
し
て
，
植
え
付
け
時
の
根
系
の
差
異
と
苗
木
の
大
き
さ
が

考
え
ら
れ
る
。
自
根
苗
は
養
成
当
年
度
の
個
体
を
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
が
，
接
木
苗
は
そ
の
台
木
が
穂
木
を
接

木
で
き
る
ま
で
に
あ
る
程
度
年
数
を
必
要
と
す
る
。
し
た
が
っ
て
，
た
と
え
一
年
生
の
苗
木
で
あ
っ
て
も
接
木
は

1年
以
上
経
過
し
て
い
る
の
で
，
両
者
を
単
に
比
較
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
，
自
根
苗
は
接
木

苗
に
比
べ
て
根
系
が
小
さ
い
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
た
め
，
植
え
付
け
時
の
大
き
さ
が
ど
う
し
て
も
小
さ
く
，
そ
の

後
の
生
育
が
周
囲
の
環
境
に
左
右
さ
れ
や
す
い
。
し
た
が
っ
て
，
植
え
付
け
1年
目
に
お
い
て
枯
死
し
て
い
く
個

体
が
認
め
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
，
自
根
苗
を
実
用
化
し
て
い
く
場
合
，
植
え
付
け
時
の
苗
木
の
大
き
さ
を
で
き
る
限
り
大
き

く
す
る
必
要
が
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
，
そ
の
後
の
収
量
に
も
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
と
推
察
さ
れ

る
。
し
た
が
っ
て
，
生
長
促
進
の
た
め
の
処
理
を
行
っ
た
り
，
温
室
等
に
入
れ
て
で
き
る
だ
け
早
く
生
長
さ
せ
る

な
ど
の
処
置
が
必
要
で
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
，
自
根
苗
を
生
産
し
て
い
く
た
め
に
は
，
か
な
り
の
費

用
が
か
か
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
，
今
後
そ
の
生
産
コ
ス
ト
を
下
げ
て
い
く
た
め
に
，
さ
ら
に
簡
便
な
方
法
の
検
討

が
必
要
で
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
一
方
，
‘
豊
水
’
及
び
‘
お
さ
二
十
世
紀
’
の
自
根
苗
の
穂
木
を
用
い
て
接
木
試
験
を
行
っ
た
結
果
，
自
根
苗
の
穂

木
の
方
が
従
来
の
穂
木
に
比
べ
生
育
が
旺
勢
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
，
自
根
苗
の
穂
木
が
旺
盛
な
生
育
を
示
し

た
こ
と
は
，
自
根
苗
の
穂
木
が
旺
盛
な
生
育
を
示
し
た
こ
と
は
，
自
根
苗
自
体
の
良
好
な
生
育
が
結
び
つ
い
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
，
自
根
苗
の
穂
木
の
ウ
イ
ル
ス
検
定
を
行
っ
た
と
こ
ろ
，
ナ
シ
系
統
の
SGVを
保
毒
し
て

い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
し
た
が
っ
て
，
自
根
苗
の
穂
木
が
旺
盛
な
生
育
を
示
し
た
こ
と
は
，
穂
木
の
ウ

イ
ル
ス
フ
リ
ー
化
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
は
考
え
に
く
く
，
自
根
苗
の
穂
木
の
花
芽
形
成
率
が
低
か
っ
た
こ
と
を

考
慮
に
入
れ
る
と
，
穂
木
自
体
の
若
返
り
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
Websterら

（
28）
は
，
自
根
苗
の
穂
木
を
接

木
し
た
場
合
に
お
い
て
，
花
芽
形
成
が
全
く
認
め
ら
れ
な
い
個
体
が
出
現
し
た
こ
と
を
報
告
し
て
い
る
。

　
今
後
，
完
全
な
ウ
イ
ル
ス
フ
リ
ー
の
個
体
を
得
る
た
め
に
は
，
熱
処
理
と
茎
頂
培
養
を
併
用
し
て
行
っ
た
り
，

ま
た
摘
出
す
る
茎
頂
端
の
大
き
さ
を
0．
2mm程
度
に
ま
で
小
さ
く
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

実
際
に
ウ
イ
ル
ス
フ
リ
ー
化
が
可
能
に
な
れ
ば
，
そ
の
個
体
を
原
原
母
樹
と
し
て
，
ウ
イ
ル
ス
フ
リ
ー
苗
を
生
産

現
場
へ
供
給
し
て
い
く
こ
と
も
で
き
る
。
一
方
，
自
根
苗
の
穂
木
の
花
芽
形
成
率
が
低
い
値
を
示
し
た
こ
と
は
，

実
用
面
に
お
い
て
不
利
な
条
件
と
な
る
こ
と
か
ら
，
今
後
花
芽
形
成
を
良
好
に
し
て
い
く
た
め
に
さ
ら
に
検
討
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
以
上
の
結
果
か
ら
，
組
織
培
養
に
よ
り
得
ら
れ
た
自
根
苗
の
初
期
生
育
は
良
好
で
あ
り
，
自
根
苗
に
よ
る
果
実

一
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生
産
の
可
能
性
が
示
唆
さ
れ
た
。
近
年
，
組
織
培
養
に
よ
る
得
ら
れ
た
自
根
苗
は
，
従
来
の
接
木
苗
よ
り
も
収
量

が
多
く
な
る
こ
と
が
多
数
報
告
さ
れ
て
お
り
，
ニ
ホ
ン
ナ
シ
の
自
根
苗
に
お
い
て
も
収
量
の
増
加
が
期
待
さ
れ
る
。

ま
た
，
自
根
苗
は
台
木
と
穂
木
の
相
互
作
用
（
interaction）

を
究
明
し
て
い
く
上
で
，
重
要
な
研
究
材
料
と
な

る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
，
今
後
こ
れ
ら
の
実
用
化
に
あ
た
り
，
果
実
の
収
量
・
品
質
な
ど
に
つ
い
て
の

詳
細
な
検
討
が
必
要
と
思
わ
れ
る
。

摘
要

　
組
織
培
養
に
よ
り
得
ら
れ
た
ナ
シ
台
木
及
び
栽
培
品
種
自
根
苗
の
実
用
化
の
可
能
性
を
検
討
す
る
目
的
で
，
こ

れ
ら
を
従
来
の
実
生
苗
及
び
接
木
苗
と
比
較
し
，
形
態
的
・
生
理
的
観
点
か
ら
諸
特
性
を
調
査
し
た
。
さ
ら
に
，

30年
生
の
成
木
か
ら
得
ら
れ
た
組
織
培
養
台
木
が
，
3年
生
の
実
生
台
木
と
同
様
の
Rejw飽
ation（
若
返
り
現

象
）
を
示
し
た
こ
と
に
注
目
し
，
こ
の
点
に
つ
い
て
も
検
討
し
た
。

　
1．
組
織
培
養
に
よ
り
得
ら
れ
た
台
木
（
組
織
培
養
苗
）
は
，
従
来
の
種
子
繁
殖
に
よ
り
得
ら
れ
た
台
木
（
実

生
苗
）
に
比
べ
，
初
期
生
育
が
旺
勢
で
あ
っ
た
。

　
2．
組
織
培
養
苗
は
実
生
苗
に
比
べ
著
し
く
細
根
量
が
多
く
，
地
上
部
の
分
枝
も
多
い
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
。

ま
た
，
組
織
培
養
苗
は
3
年
目
に
お
い
て
，
ト
ゲ
の
出
現
や
挿
木
発
根
能
の
回
復
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
若
返
り
現

象
を
示
し
た
。
し
か
し
，
組
織
培
養
苗
に
出
現
し
た
ト
ゲ
は
養
成
5年
目
に
は
全
く
消
失
し
代
わ
っ
て
花
芽
が
形

成
さ
れ
た
が
，
挿
木
発
根
能
は
そ
の
後
も
変
化
せ
ず
維
持
さ
れ
て
い
た
。

　
3．
組
織
培
養
苗
は
実
生
苗
に
比
べ
根
の
生
理
活
性
が
高
く
，
チ
ッ
ソ
の
早
期
吸
収
や
カ
ル
シ
ウ
ム
の
吸
収
増

加
の
傾
向
が
認
め
ら
れ
た
。

　
4．
組
織
培
養
苗
は
実
生
苗
に
比
ベ
サ
イ
ト
カ
イ
ニ
ン
が
多
く
，
逆
に
ジ
ベ
レ
リ
ン
は
実
生
苗
の
の
方
が
多
い

傾
向
に
あ
っ
た
。

　
5．
実
生
苗
，
組
織
培
養
苗
及
び
成
木
の
挿
木
苗
の
特
性
を
調
査
し
た
結
果
，
組
織
培
養
苗
の
挿
木
苗
は
実
生

苗
と
成
木
の
挿
木
苗
の
中
間
の
特
性
を
示
し
た
。

　
6．
組
織
培
養
苗
と
実
生
苗
を
台
木
と
し
て
ニ
ホ
ン
ナ
シ
品
種
を
接
木
し
た
結
果
，
組
織
培
養
台
木
の
方
が
実

生
台
木
に
比
べ
樹
体
の
初
期
生
育
が
優
れ
て
お
り
，
さ
ら
に
花
芽
形
成
も
良
好
で
あ
っ
た
。
ま
た
，
組
織
培
養
苗

を
台
木
と
し
て
用
い
る
こ
と
に
よ
り
，
果
実
が
大
き
く
な
る
傾
向
に
あ
り
，
無
機
成
分
の
吸
収
に
お
い
て
も
台
本

の
場
合
と
ほ
ぼ
同
様
の
傾
向
が
認
め
ら
れ
た
。

　
7．
組
織
培
養
に
よ
り
得
ら
れ
た
自
根
苗
は
，
従
来
の
接
木
苗
と
比
較
し
て
，
樹
体
の
初
期
生
育
，
花
芽
形
成

と
も
に
接
木
苗
の
方
が
若
干
良
好
で
あ
っ
た
が
，
い
ず
れ
も
両
者
の
間
に
有
意
差
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
ま
た
，

自
根
苗
に
初
結
実
し
た
果
実
は
，
従
来
の
接
木
苗
の
も
の
と
同
様
で
あ
り
，
組
織
培
養
に
よ
る
変
異
は
認
め
ら
れ

な
か
っ
た
。

　
8．
自
根
苗
の
穂
木
と
従
来
の
穂
木
を
用
い
て
接
木
試
験
を
行
っ
た
結
果
，
一
般
に
自
根
苗
の
穂
木
の
方
が
樹

体
の
初
期
生
育
は
良
好
で
あ
っ
た
。
ま
た
，
花
芽
形
成
率
さ
従
来
の
穂
木
の
方
が
高
い
傾
向
に
あ
っ
た
。

　
9．
以
上
の
結
果
か
ら
，
組
織
培
養
に
よ
り
得
ら
れ
た
ナ
シ
台
木
及
び
栽
培
品
種
自
根
苗
の
初
期
生
育
は
良
好

で
あ
り
，
実
用
化
の
可
能
性
が
示
唆
さ
れ
る
が
，
今
後
果
実
の
収
量
・
品
質
な
ど
に
つ
い
て
，
引
き
続
き
詳
細
に

検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
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